回 話 殘 


1!3  , や ： え 


不 1] や あ 


PL  Hashimoto,  Shinkichi 

533  Kokugoho  Kokugoho 

H32  yosetsu 


East  Asia 


PLEASE  DO  NOT  REMOVE 
CARDS  OR  SLIPS  FROM  THIS  POCKET 


UNIVERSITY  OF  TORONTO  LIBRARY 


痤講學 科 諸 西 

一、 I 一 

法語 國 

說要 法語 

吉進本 橋 


ft  « 式 株 

院書治 明 


Digitized  by  the  Internet  Archive 
in  2011  with  funding  from 
University  of  Toronto 


http://www.archive.org/details/kokugohkokugohysOOhash 


座講學 科語茵 

一 \T 一 
法 語 國 

說要 法語 國 

吉進本 橋 


社 會式株 


院 書 治 明 


文と 語と 「文節」  

1 文  <3V 

三 mi  <  二  V 

五 獨立 ぜ«  |:§と 接辭  <  一へ V 

語の 活 用  

1 沾 用と 活用形  <盂〉 

三 活用形と 語形 ：！- 化  <1KV 

品詞の 分類  

1 品詞 分類の 標準  A! 一一 V 

三 文節の 斷績  <四 六 V 

五 辭の分 類  <f*KV 

七 接と 接辭  <  七 一 IV 


二 文 節  〈六 V 

四 語 の 構成 要 I： 糸 としての 語 及 び 

接辭と 語根  <1SI> 

 <  ニー 一一  V 

二  用 形の m 法  <0 一六 > 

四 活用の 種類  <11 一一 Iv 

 <S1 一一 V 

ニ詞と 辭  Asv 

四 詞の分 類  <E へ V 

六 品詞の 概念と 語の 性質  <^v 


國 語法 要說 

橋 本進吉 

國 語の 文法 組織の M 實の 相.^ 明に する ほに、 多年の 努力.^ 精 まれれ 摯な學 者の 業績が、 近年 逍々 世に あら はれ 4^ 

事 は、 荘慶 ぶべき 事で わって、 それ 等に 何れも 有益な もので、 中に も 山 田 孝 雄 • 松下大 三郎兩 氏の 大著の 如き は、 0 

傾聽 すべき 考說に 富んで ねる が、 しかし、 概してい へば、 從來の 研究 は、 言語の 意義の 方面が、 や； となって ねる のでめ 

つて、 言語の 形に 就いては、 猶觀 察の 足リ ない 所が 少 くない やう-し 思 はれる。 かやうな 方而の 研究に ぶって、 從來の 

說^^！ひ又訂すのも必耍でもらぅと思ふ。 この 篇は かやうな 意圖の 下に 成されれ ものであるが、 なほ S 究カ不 T 分で 

ぁリ、 その上、 一 身上の 都合で、 多くの 時間.^ 充てる 事が 出來 なかつ れ爲、 比較的 根本的な il® に 園す る 私考の 1 端 

. ^開陳す るに 止ま リ、 各方 面に 十分 展開させる 事が 出來 なかつ.；^ の は 遣憾で わるが、 もし 少 L で ー, 浙舉の 研究に 從寧 

V- られる 方々 の 參考に 資する 事が 出來 るなら ば、 望外の 幸で ある C 

一 文と 語と 「文節」 
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〔一〕 文  f 

曾. ほ は、 一 おの 昔 聲に 一 定の意 義が 結合した もので、 人々 が，： s 己の S 想を發 表し、 他人に 知らせる 爲の 手段と して 

£ ゐる ものである。 さう して、 之を實 に 川ゐる 場合に は、 文と して 之 を W ゐる。 卽ち、 人々 が、 自分の 見聞した 事 

や、 ^^.'へたり想像したりした事ゃ、 感じ 又は 欲する isilf を 言語に よって 他人に 傳 へようと する 時 は、 文の 形と して 之 を 

表現し、 聽^<;は、 この 文の 形に なった 言語に よって、 その 人が 何を傳 へようと する か を理會 する ので ある。 

1 つの 文 は、 その 內容 (意義) から 見れば、 それだけで 或 事 を 言 ひ 表 はした もので、 一 つの 纏まった 完 いもので ある。 

勿論、 一 つの 文で 人が その 時 言 ひ 表 はさう とした 箏 柄の 全部 を盡 さない 事 は ある。 しかし、 一 つの 文 は、 少く とも、 

言 ひ 表 はさう とした is^ の、 或 一段 だけ は 表 はし して ゐ るので あって、 猶、 表 はすべき 事が あれば、 また 別の 文に よ 

つて、 ，1 けて 一 lE ひ 表 はすので ある。 さやうな 意味で、 文 は 纏まった 完ぃ m 心 想 を 表 はす ものであると いふ 事が 出来る。 

以上 は W 心 想. S 容 から た 文の 性質で あるが、 文 は 言語 上の 形で ある 以上 は、 唯 思想 上ば かりで なく、 外形 上の 特徵 

が あるべき l^ic である。 然 らば、 文の 外形 上の 特質 は 何かとい ふに、 文 は 音の 速繽 である。 「あ \。」 「お、。」 の 如く、 

唯 一 つの sst: (昔 IS 上の 最小 さな 單位) から 出来て ゐる 場合 も あるが、 多く は 二つ 以上の KM 音 (又は 音節) が 結合して そ 

れ らが賴 けて 發音 せられる。 さう して、 その 前と 後と に は必す 音の 切れ目が. @ る。 卽ち、 文の 初に 音が はじまり、 最 

後に いたって 昔が 斷 止して 文が 終る。 もっとも、 場合によって は、 文の 中間で 一 時 音が 切れる 事 も あるが、 その 斷止 

は 必然的の もので なく、 或 場合に は斷 止し、 或 場合に は斷 止しない (「今日 もよ いお 天氣 です。」 の 「今日 も」 の 次に 切れ 

を^く 場合 も あるが、 又 切れ目 を 置かないで 下へ 綾け る 場合 も ある )o 然るに 文の 前と 後と に は、 どんな 場 <J 口に も 


必す 音の 切れ目が ある。 文 を 文字で 書く 時には、 文の 終に 。を附 ける のが 普通で あるが、 この。 は 音の 斷止を 代表す 

る ものと 見る 事が 出来る (但し 實 際に 於て は、 音の 斷 止しない 虚に。 を附 けた 例 も 多少 は あるが)。 

猶 この 外に、 文の 終の 部分に は 特殊な 音調 (イン トネ ー シ ョ ン) が 伴 ふ ものと 考 へられる。 例へば、 「今 n もよ いお 

天氣 です。」 の 最後の 昔の 終の 部分 は、 急に 音の 調子が 低くな つて 斷止 する。 もし 文の 中途で、 例へば 「今日 も」 の 終で 

音が 斷止 する 事が あっても、 その 音の 終の 部分 は、 文の 最後の やうに 調子が 下らす、 それが 爲に、 猶、 次の 語に く 

事が 知られる。 かやう に、 文の 終 は、 單に 音が 斷止 する のみなら す、 その 部分に 特殊な 音調が 加 はって、 それによ つ 

て、 文が 終止した 事が 知られる ので ある。 

勿論、 文の こ， 加 まる 音調 は 決して 一種 類に は 限らす、 いろく ある。 同 じ 「來 た」 とい ふ 語で 終る 文で あっても、 

唯、 人が 來 たとい ふ 事 實を傳 へる だけの 場合の 音調と、 來 たかと 尋ねる 場合の 音調と、 「さあ 來 た。」 の やうに 命令の 

意味 を 表 はす 場合の 音調と は、 明かに その 形が 違って ゐる。 その 音調に は、 どれ だけの 種類が あるか は、 今後の 精^ 

を 要する が、 とにかく、 文の 終に 如何なる 語が 來て も、 いかなる 音が 來て も、 右の やうな 色々 の 場合に 應 じて、 それ 

ぞれ 一 { 儿の音 調が あら はれる 蔡 は事實 であらう と 思 はれる。 さすれば この 音調に よって 文が 終った か 否か を^ i する 

事が 出來 るで あらう。 

文に 伴 ふ 音調の 研究 は 我が 日本語で はま だ 殆ど 出來 てね ない (柬京 語に つ いての 佐 久問鼎 氏の 研究 (「日本 音. 墚舉」 ) がわる 位の 

ものである)。 多分、 方言の 違 ふに 隨 つて、 多少の 相違 は あらう。 個人 LLi る 差む あるか も 知れない が 同一 の. R 言に おて い 

大概 一様で もらう と 思 はれる。 - 、れん、 研究す るに は、 いるく の 場合 y^i  く區 別して 考 へる 必耍が もる ので もって、 じ^ 間 
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の 窓 味 すろ 文で わっても、 疑問.^ 表 はす 特別の 語 (代名詞 や 副詞 や 助詞な ど) のめる 場合と、 これ 等の^ なく、 唯 音調の み 

に つて 疑 gzl^ 表 はす 場合と では、 音調 與に する やうな 事が あらう と 思 はれる。  > 

以上、 文の 外形 上の 特徴と して は、  C 

一 、 文 は 音の 連績 である。 

二、 文の 前後に は必， f 昔の 切れ目が ある。 

三、 文の 終に は 特殊の 音調が 加 はる。 

文 は 以ヒの やうな 內容と 外形と を 有する 一 種の 言語 上の 單位 である。 さう して、 人々 が 言語に よって 自己の 思想 を 

傅 達する 場合に は、 いつも 之 を 文の 形と して 用ゐ るので あって、 一つの 文 だけで 目的 を违 しない 場合に も、 文 を 幾つ 

も 直ね る だけで、 文 以外の もの を K ゐる のでない から、 文 は 文法の 取扱 ふ 言語 單 位の 最大き な もので あり、 之 を 分解 

すれば、 页に 小さい 言語 單 位が 見出され るので ある。 

〔二〕 文 節 

文 こ は、 實際の言.！^!1として、 どうしても それ 以上 句切って 言 ふこと が 出来ない ものが ある。 「行け。」 「いらっしゃ 

い。」 「お n 十う。」 など は その 例で ある。 これ 等 は、 無論 意味 を もたない 音と して 見れば、 「ュ • ケ」 「ィ *ラッ* シャ. ィ」 

など.：？ 刃-る 事が 出來、 又、 「お早う」 など は、 それぐ 意味 を もって ゐる 「お」 と 「早う」 との 二つの 部分に 分つ 事が 出来 

る けれども、 實 小の 言語に 於て は 決して かやう に 句切って 言 ふこ と はない (句切って 言 ふと は、 音の 切れ目 をつ ける 

事、 卽ち 音を斷 止す る 事で ある)。 


しかしながら、 かやう に、 それ 以上 句切る 事が 出來 ない 文は實 際に 於て は 比較的 少數 であって、 多くの 文 はいくつ 

かに 句切って 言 ふ 事が 出來 る。 「今日 もよ いお 天氣 です。」 とい ふ 文 は 、「今日 も」 で 句切り、 又 「よい」 で 句切って もよ 

いので ある。 勿論、 句切らす に、 全部 一 つ 2.- きに 發 音しても よいので あるが、 また 右の 如く 句切って、 その に 少し 

音 を 休止して 發 音しても、 實 際の 言語と して 不自然で はない。 しかし、 右の 文 は 「今日 も I よい 一 御天氣 です」 と 三つ 

までに 句切っても よいが、 實 際の 言語と して は それ 以上に 句切る 事 は 無い。 卽ち、 實 際の 言語で は、 「今 口 は」 「い. -」 

「お 天氣 です」 の 各 は、 いつも 續 けて 發 音す るので ある。 同様に、 

私 は 一昨日 一 友人と 一 一 一人で I 丸 善へ 一本 を 一 買 ひに 一 行きました。 

の 文 は、 右の 如く 八つに 句切る 事が 出來 るが、 實 際の 言語と して は それ 以上に 句切る 事 はない。 かやう に、 文 を赏際 

の 言語と して 出来るだけ 多く 句切った 最短い 一 句切 を 私 は假に 文節と 名 づけて ゐる (神 保 格 氏の 言語 學 概論に は、 之 

を 句と 名 づけ、 松 下 大三郞 氏の 標準 日本文法に は、 初め 之 を 念 詞と名 づけ、 後に 詞と 改めた が、 句と いふ 名 は、 英語 

の clause の譯 語と して K ゐられ る 事 多く、 詞は單 語の 一 種類の 名と して m ゐられ る 場合が 多い から、 これ 等と 紛れ 

ない 爲に 新しい 名稱 を用ゐ たので ある。 文節の 名は必 しも 適當 であると は考 へない が、 その 性質が 昔 節に 似た 點が少 

くないの でかく 名 づけた ので ある)。 

右の やうに、 いくつかに 句切る 事が 出来る 文 は、 二つ 以上の 文節が 合して 出來 たもので ある。 叉、 前に 舉 げた それ 

以上に 句切る 事が 出来ない 文 は、 文節 唯一 つから 出來 たもので ある。 それ は、 これと 全く 同じ 語が、 他の 文に 於て、 

その 一 文節と なって ゐ るのに よって 明かで ある。 

, 文 ミ 0 ミ m 節」 
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15^。 (一文 一 文節)  あちら へ  一 m。 ( 一 文 一 一文 節) 

いらっしゃい。 (一文 一 文節) こちら へ 一 いらっしゃい。 ( 一 文 一 一 文節) 

w^."  (丁乂 一 文節)  お早う 1 ございます。 ( 一 文 1 一文 節) 

さすれば、 文節 は、 文 を 構成す る單 位であって、 文 は 一 つ 又は 二つ 以上の 文節から 成立つ ものである。 

文節 は、 それ，^ 一  定の形 を もち、 且つ 一 定の 意味 を 表 はして ゐる。 あらゆる 文 は、 文節に 分解 出來 るので あるが、 

それらの 文節 は、 すべて 違った もの かとい ふに 決して さう では 無い。 同じ 文節が、 遠った 文に 於ても 亦 その 構成 耍素 

として m ゐられ るので ある。 例へば、 

今 n も 一い い 一 ぉ天氣 です。 

の 文 を 構成す る 文節 「今日 も」 は、 

ケ曰も 一 人が I 出盛り ませう。 

あの 一 子供 は 一 今 曰ち 一 こ、 へ I 來た。 

などの 文に 於ても その 構成. 婴素 として 用ゐ られ、 「お 天氣 です」 は、 

f  I いやな  一 ^T§^。 

などの 文に 於ても、 その 構成要素の 一 つと なって ゐる。 さう して、 文節 はこれ 等の 場合 を 通じて、 同じ 意味 を もち 同 

じ 形 を 保って ゐ るので ある。 

さて、 文節 は、 何れも 一 定の 意味 を もって ゐ るが、 その 形の 上から 見れば、 次の やうな 特徴 を もって ゐる。 


1、 一定の HE 節 (これ は 無論 一 つ 叉 は 二つ 以上の 單 音から 出来た ものである) が 一定の 順序に 並んで、 それだけ は 

いつも 績 けて 發 音せられ る (その 中間に 音の 斷 止が 無い)。 

二、 文節 を 構成す る 各 音節の 音の 高低の 關係 (卽ち アクセント) が 定まって ゐる。 例へば、 朿京 語で は、 「今 R も」 

は 「キヨ ォモ」 の キヨの 部分 を 高く、 ォとモ の 部分 を 低く いつも 發 音し、 「い い (好)」 は 初の ィを 高く 次の ィを低 

く發 8： するな ど。 

コ 一、 實 際の 言語に 於て は、 その 前と 後と に 音の 切目 をお く 事が 出來 る。 

四、 最初に 來る 音と その他の 音、 又は 最後に 來る 音と その他の 音との 間に は、 それに £ ゐる 音に それぐ 遠った 

制限が ある 事が ある。 例へば、 東京 語で は、 ガ行 音 (； W で 初 まる 音節) は 最初に は m ゐられ るが、 それ 以外の 

位置に は 用 ゐられ す、 鼻音の ザ行 昔 (^で 初 まる 音節) は、 最初に は 用 ゐられ す、 それ 以外の 位置に のみ 川ゐ 

られ る。 又、 .2 (假名で は r ん」 と箐 かれる) 以外の 子音 は 最後に は 用 ゐられ ない (文節の 最初の 音叉 は 最後の 

C 

昔に 關 する 右の やうな きまり を 頭 音 又は 尾 音の 規則と いふ)。 

文節 は、 文 を 分解して 最初に 得られる I 举 位であって、 直接に 文 を 構成す る 成分 (組成 耍素) である。 從來の 文法 家 

は、 主語 述語 修飾語 等 を 文の 成分と 認めて ゐ るので あるが、 例へば 「日 は 東から 出る.」 の 文 を 「口 は」 「東から」 「出る」 

の 三つの 成分から 出來 たものと して ゐる點 に 於て、 文 を 文節から 成る と兑 るのと 一 致す る のであって (この 文 を 文節 

に 分てば、 右の 三つと なる)、 殊に 右の 「日 は」 の 如き は、 意味から 兒れ ば、 「日」 が 主語で あるべき であるのに、 之に 

附屬 した 「は」 まで も 併せて 「日 は」 を 主語と して 取扱って 居る の は、 暗々 裡に、 文節 を 文 構成の 舉位 とする 蔡を 認めて 

文 €  0  V」 「文 節」  Z 
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ゐる とも られ るで あらう (但し、 從來 文の 成分と 認めた 主語 述語 其 他 は、 必 しも 常に 文節と 一致す るので はない。 

しかし 多くの場合 は、 一つの 文節 か、 さもなければ、 いくつかの 文節の 結合した ものに 一致す る )o 從來の 文法 家 

で、 明に 文節 を 文 構成の 單位 として 認めた もの は 松 下 大三郞 氏で あるが、 氏 は 之 を念詞 又は 詞と名 づけ、 「詞 は斷 

の 成分であって、 C 分 だけの 力で 觀念を 表す ものである」 (改撰 標準 日本文法 一 九 頁。 斷 句と いふの は、 普通い ふ 「文」 

にあた る)、 又は 「詞と は その 語が ほ 力 を 以て 或る 觀念を 表す ものである」 (標準 日本 口語 法 一 1 頁) と 定義して ゐ るが.： 

これ は 主として 意味の 方面から 見た ものであって、 その外 形 (音) の 方面からの 觀 察が 缺 けて ゐる爲 に、 明瞭で 的確な 

概念 を 得られない 虞が ある。 文節 は、 前述の 如く、 實 際の 言語に 於て * いつでも 續 けて 發 音せられ る 最短い 一 句切で 

あって、 その アクセントが 一定して ゐる。 實際、 アクセント は、 文節 を單 位と して 考察した 場合に 一定した 形 を 示す 

ものであって、 同じ 語で も、 それだけで 一 文節になる 場合と、 助詞 をつ けて 一 文節と なる 場合と で、 ァクセ ント がか 

はる 事が あるが、 その 文節と して は、 いつも 定まった 形 を 示す ので ある (例へば 「きみ (君)」 は、 それだけで 一文 節の 

場合 は、 最初の 「き」 が や、 低いだ けで あるが、 「きみこ そ」 となれば、 「み」 と 「こ」 の 部分が 著しく 高くな つて、 その 場 

合の 「きみ」 の 部分 は、 單獨の 場合と は アクセント を 異にする。 しかし 「きみ」 及び 「きみこ そ」 とい ふそれ ぐの 文節と 

して は、 その アクセントの 形 は 定まって ゐる )o 

又、 文 を 文節に 分つ の は、 日本人の 言語 意識と して 決して 不自然で ない こと は、 全く 文法の 知識の 無い ものに、 S 

際の 文 を 分解 させて 見ても、 大體之 を 文節に 分ち 得る のによ つても 明かで ある。 

前に 松 下 氏， の 所謂 詞^ 文節に あ.^ る ものと しれが、 實 はこれ は 十分 正確で はない。 氏 は詞の 中に 單詞 と連詞 との 別 立てて ね 
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るが、 その 單詞が w に 文節に あ；^ るので あり、 連詞は 二つ 以上の 文節の 結合 しれもの に あ； i る。 しかし、 それでも、 前に 述べ 

4^ 私の 批評に 妥當 である。 

〔三〕 語 

文節 は 更に 意味 を 有する 言語 單 位に 分解す る 事が 出來 る。 卽ち 文節 は 語 (軍 語) から 成立って ゐる。 それ 以上 分解 出 

來 ない 文節 も あるが、 それ は、 唯一 つの 語から 出來 たもので ある。 卽ち、 


「山」 「川」 「行く」 r 思 ふ」 「白い」 「淋しい」 「重く」 「ちっと」 「そして」 「あ」」  (一 語 一 文節) 


r^.©」 「川 を」 「行く-と」 「思つ た」 「行かない」 「白くて」 「淋しければ」 「ちっとも」 (二， 文節) 

「M,S^」  rgwT^J  r^s^^J  ris,^ けれども」 「.^.5^」 r.i^^^」 (三 語 一文 節) 

「^:^5S^」  「ffl^sj^^s.」 r 圳 f-? ^糾」 「s^?J-gi^」  (四 語 一 文節」. 

r^^^i^  ^^^み」  (七 語 一 文節) 

これ 等 は 一  文節と して e ゐられ る もので、 一 つ 叉 は 二つ 以上の 語から 成立って ゐる。 

それで は 語と は どんな もので あるか。 語 は それぞれ 意味 を もって ゐる。 それ 故、 意味 を 有する 首 語の S 準 位の 一種で 

あって、 文節 を 構成す る ものである。 これ は 一 一 種 に 分って 考 へなければ ならない。 第 一 種 は、 それ 自らで 一 文節 をな 

し 得べき 語で ある。 前に 擧 げた 「山」 「川」 「行く」 「思 ふ」 など (「 一 語 一 文節」 と標 した もの) は • 之に 屬 する。 ^一  M 

は、 「の」 「を」 「と」 「て」 「さへ」 「が」 「だけ」 「た」 「たい」 「です」 「う」 「よう」 など (助詞 助動詞) の 類で、 それ^3 

らで 一 文節 を 形づくる 事な く、 《おに 第 一 種の 語に 伴 ひ、 之と 共に 文節 を 作る ものである。 もし 語が 第一 種の ものば か 

文 V」 語 -、」 「文 節」 


文 VJ  «s  -、」 「文 節」 

りで あると したならば、 語 は卽ち 文節であって、 語と 文節と を lEil 別す る 必要 はないで あらう。 然るに 第二 種の 語が あ 

つて、 ^一種の ものと 共に 一 文節 を 構成す るので ある。 その場合には、 第一 種の 語 も 第二 種の 語 も、 文節の 一 部分と 

なって、 その に 切れ GZ をお く 事な く 一 つ^きに 發 音せられ る。 第一 種の 語が それだけで 一 文節 をな す 場合に は、 實 

際の s^i に 於て その， おの 前と 後と に 切れ nr をお いて 發音 する 察が 出來 るので あって、 前後に 切れ目 をお いて- それ だ 

け 切り離して 發 音 する 第 を、 形の 上から 見て 獨 立した ものであると するならば、 I め 一種の 語が それだけで 文節 を 作る 

^が 出來 るの は、 それが 獨 立し 得る ものであるから であって、 第一 種の 語 は獨 立す る 事が 出來る 語で あると いってよ 

いので ある。 然るに、 第二 種の， 語 は、 いつも 第一 種の 語と 共に 文節 を 作り、 それだけで 文節 を 作る が 無い 故、 その 

前後に 切れ 口 をお いて 發音 する ことが 出來 す、 從 つて. 獨立 しない 語で あると いふべき である。 さう して 第一 種の 語 

も、 第二 種の； g と共に 文節 を 作った 場合に は、 第二 種の 語と 一 っビ きに 發 音し、 その 前と 後と に 切れ目 をお く 事が 無 

い 故に、 獨立を 失った 事と なる ので ある。 卽ち 

1、， ボー 種の 語 は、 形の 上から いって 獨 立し 得る 語で あるが、 叉獨 立し ない 場合が ある。 

二、 第二 種の 語 は、 獨 立し 得ぬ 語であって、 いつも 獨 立し 得べき isli と共に 用 ゐられ る。 

^一種の， 語が、 それだけで 文節 をな す 場合に は、 文節と 同じく、 その外 形が 一定して ゐる。 ，g ち、 きまった 音節が 

一定の 順に 結合して 一 つ きに 發昔 され- その アクセント も 一定して ゐる。 さう して、 その 最初の 音 及び 最後の 音に 

は 頭 の 規則が 正しく 行 はれて ゐる。 しかるに、 それが 第一 一種の 語と 共に 文節 を 成して 獨立を 失った 場合に は、 

時として アクセントが 變じ、 又 その 語尾が 變 する 事が ある。 例へば、 「花」 は 單獨で 一 文節 をな す 場合に は 第二の 音節 
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が 高く 「ハナ」 とい ふが、 助詞 「の」 を附 けて 「花の」 で 一文 節 をな す 場合に は、 第二 音節が 低くな つて、 「ハ ナノ」 となる 

(片 假名の 右に ある 線 は、 その 部分が 高い 事 を 示す。 以下 同じ)。 「君」 は 單獨の 場合に は 特に 高い 所な く 「キミ」 である 

が、 「君 さ へ」 「君な ど」 の 文節で は r キ. ^.5^ ェ」 r キ.^ T ド」 と r ミ」 の 部分が 高くなる。 又 「本」 (ホン) は？ 取獨 では 〔110 る 

と發 音して、 ンの 部分 は NtH 曰で あるが、 「本が」 「本の」 「本 も」 の 文節 は、 それぞれ 〔ls90a〕  alonno〕  〔hommo〕 と 

發 音し、 ンの 部分が; ^gym 、と變 化する。 これ は、 ホンが それだけで 文節 を 成す 場合に は、 ンが 文節の 終の 昔で あるか 

ら、 N 以外の 音が 來る 事が 許されぬ ので あるが * 助詞 を附 ければ ンが 文節の 中の 音に なって、 尾 音と して は 許されぬ 

以外の 音が あら はれる ので ある (以上の ァクセ ン トゃ 音の 變化は 意味に は關 係し ない ものである)。 

1^  二種の 語 は、 第一 種の 語と 共に 文節 をな し、 しかも 常に その 下に 附 くから、 その 語の 最初の 音 は、 文節の 最初に 

來る 事がない。 それ 故、 頭 音の 規則に は從 はない。 かやう にして、 助詞 「が」 「ぐら ゐ」 は、 束 京 語で は 文節の 最初に 

來る 事の 無い SJ:nSJ 曰で はじまる。 又、 「は」 「へ」 は 文節の 初で はヮ" ェと讀 む 察が 無い のに、 助詞 「は」 「へ」 を ヮ*ェ 

C  C 

と 譲む の も、 之に 似た 現象で ある。 又、 第二 種の 語 は その 附く第 一 種の 語の アクセント によって、 に その ァクセ ン 

トを變 する^が ある。 例へば、 「まで」 は 「體 まで」 の 時 は 力 デ となり、 「心まで」 の 時 はコ. frn マデ となって、 ル 1 

の 場合に は マが 高く、 後の 場合に は マが 低くな つて ゐる。 「其で も」 (ソ モ) と 「後で も」 (ノ列 デモ) との 「でも」 (^ 

モと デモ)、 「我々 より」 (ヮ レワ レョ リ) と 「君 等より」 (キミ ラ ョ リ) の 「より」 ( ヨリと ョ リ) も 亦 同様で ある。 要するに、 

ァクセ ント は、 文節 全體 として { えまって ゐ るので あって、 語が 文節の 一 部分と なった 場合に は、 その 語の ァクセ ント 

は、 變 する isli- が あるので ある。 

文 €  0  € 「文 ts」 
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文 V」 s ミ 「文 twj  ：!  一 

一  一 

以上 第一 種 及び 第二 種の 語 を 通じて、 あらゆる 語の 性質と して は、  一 

1 、 語 は 文節 を 構成す る罩 位で ある。  - 

二、 語 は 各 一定の 意味 を もって ゐ る。  一 

ニー、 一 の 語の 形 を 構成す る 諸晉節 及び その アクセント は、 普通 一定して ゐ るが、 他の 語と 共に 文節 を 作る 場合に  ， 

は、 多少 變 化する 事が ある。  一 

四、 一 語 は 常に 一 續 きに 發 音せられ るが、 又、 他の 語と 共に 一 繽 きに 發 音せられ る もの も ある。 (第 一 一 種の 語 は  一 

常に 他の 語と 一 續 きに 發 音せられ る。)  j 

五、 語が 他の 語と 共に 文節 を 作る 場合に は、 語の 最初 叉 は 最後の 音 は、 頭 音 又は 尾 音の 規則に 從 はない。  一 

〔四〕 語の 構成要素 としての 語 及び 接辭と 語根 

語 (單 語) は、 更に それよりも 小さい、 意味 を 有する 言語 單 位に 分解す る 事が 出來 るか どうかと いふに、 「やま」 (山)  < 

「か は」 (川」 「おも ふ」 (W 心) 「ゆく」 (行く) 「あ- -」 (嗚呼) などの 語 は、 これ 以上 分解 出來 ない。 かやうな もの は甚 多い 

ので あるが、 語の 中には、 また 分解 出来る もの も ある。 「さかだる」 (酒樽) 「あまがさ」 (雨傘) 「ほんばこ」 (本箱) 「ひ  一 

つ はる」 (曳 張る) 「きんどけい」 (金時計) 「はげあたま」 (禿 頭) 「あかお に」 (赤 鬼) など の 語 は、 それぐ 「さけ」 と 「た  • 

る」、 「あめ」 と 「かさ」、 「ほん」 と 「はこ」、 「ひき」 と 「はる」、 「きん」 と 「とけい」、 「はげ」 と 「あたま」、 「あか」 と 「おに」  一 

の やうに、 いくつかの 語が 合して 出来た もので、 之 を 複合語 又は 複合 詞と稱 する が、 これ 等 は、 いづれ も、 それぐ 

意味 を もって ゐる 部分に 分解 出來る ものである。 これ 等 は 何れも 獨 立し 得べき 單 語が 合して 出来た ものであるが、 旣  一 

一 


に 合して 一語と なった 以上 は、 もとの 語 は その 獨立を 失 ひ、 新な 語の 部分 を 成す に過ぎない ものである。 それ は 次の 

事に よって 證 明せられ る。 

1、 これ 等の 語 は、 いつも 全體が 一 つ きに 發音 せられ、 その 各 成分 (もとの 語) の 間に、 音の 切れ 目 をお く 寧が 

ない。 もし、 その 成分が 各獨 立し 得べき 語なら ば、 その §1 に 切れ目 を 置く 察が 出來る である。 これによ つ 

て、 成分が 獨立を 失った 事が 明かで ある。 

】ー、 これ 等の 語の 各 成分 は、 もとの 語と その 形が 違って ゐる ものが ある。 「さかだる」 の 「さか」 は 「さけ」 と 遠 ひ、 

「だる」 は 「たる」 と 遠って ゐる。 その 形 (「さか」 や 「だる」) は 決して 獨 立して 用 ゐられ ない。 

三、 アクセント は、 語 全體 として 定まって ゐる。 それ は その 成分と なった もとの 語の アクセントと は 一致し ない 

ものが 多い。 「はげあたま」 の ァクセ ン トはハ ^ タマで あるが、 單獨の 語と して は 「はげ」 と 「あたま」 のァク 

セント は、 T. ゲ、 ァ. ^である。 「あかお に」 はァ カオ -I であるが、 「あか」 はァ， 力 (「あかい」 はァ カイ) 「おに」 

はォ叫 である。 かやう に 二つ (叉 は 二つ 以上) の 語が 合して (多くの場合に その ァクセ ン トが變 つて) 全體 とし 

ての アクセントが 定まって • はじめて 全部が ー體 として 感ぜられる。 

CT、 意味に 於ても、 複合語の 意味 は • もとの 語の意味が 加 はった だけでなく、 それが 結合して 新な 意味が 加 はつ 

て全體 として 一 つの 意味 を 表 はす。 「あまがさ」 は 「雨」 と 「傘」 だけでなく 「雨の ふる 時 川ゐる 傘」 の義 であり、 

「ほんばこ」 は 「本 を 入れる 箱」 であり、 「はげあたま」 は 「禿げた 頭」 であり、 「あか をに」 は 「赤い 鬼」 である。 

語が 合して 複合語に なった 場合に、 もとの 語 は 獨立を 失って ゐる こと は、 これ 等の 事資 によって 明かで ある。 しか 

文と 語 ./」 「文 ^」 
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し、 翌ぉべ li 翌を失 ふの は、 新 塞の 成分と なった 場合の みなら や、 他の 語と 共に 文節と なった 場合に 

も 起る ので あるから、 右の 如く 語が 合して 出来た 複合 F" を、 文節と 認めす して 語と 認める の は、 摘 他に 理由が なけ 丄 

ばなら ない 0 

s§l 成す る S である。 複合語 を 語と 認める の は、 それが 單獨で 又は 他 S と共に 文節 I 成す る 場合に、 

それ 以上 分解す る 事が 出來 ない 單 純な 語と 全く 同一の 方法 をと るので あって、 この 點に 於て 語と 性質 を 同じく する か 

ら である。 例へば 「票」 は、 單獨で 文節と なり、 又 助詞 助動詞が 附 いて、 「雨傘が。」 「雨 t」 「雨 fro 「雨傘 r 

s$ せう」 などの 文節 を 作る が、 これ は 軍 純な 「傘」 とい ふ 語が、 或は 單獨で 文節 を 作り、 或は 「傘が」 「伞 w」 「傘 

け e へ」 「w ん」 「傘で せう」 などの 文節 を 作る と 全く 同様で ある。 「曳 張る」 は、 「曳 張る」 「曳 張る^」 「曳 張る かれ i 

も」 「！? ？の は」 「曳 張らない」 5 張られました」 などの 文節 を 作る こと、 單 純な 「張る」 の 語が、 「張る 一 「張る"」 

「張る けれども」 「張る の は」 「張らない」 「張らお い どの 文節 を 作る のと 同じで ある。 それ 故、 これ 等の 複合 

語 を Si と 認める ので ある。 

次に、 「ぉ寺」 「御 本」 「み 堂」 「子ども」 「私たち」 「泰 めく」 「動かす」 「赤め る」 「、がむ」 などの 霧 も、 亦 意味 を 有 

する 單 位に 分解 出來る もので、 獨 立し 得べき 語 「寺」 「本」 「堂」 「子」 「私」 「春」 「動く」 「赤」 「白 」 などに、 それ，^ 

5」 「御」 「み」 「ども」 「たち」 「めく」 「す」 「める」 「む」 などが 附 いて 出来た ものである。 この 「お」 「御」 「み」 以下 

の もの は、 決して、 S 如く 單獨 にあら はれる 事な く、  f 他の f 附着して、 之に 或 寨を附 加す る ものである。 

之 を 接 f 云 ひ、 他の 前に 附 くの を 蕭辭、 後に 附 くの を 接尾 辭と いふ。 爵は 一定の 形 を もって ゐ るが、 何時 I 


の ものに 伴って あら はれ、 それと 一 綠 きに 發音 される もので、 決して 獨立 しない ものである。 從 つて 或 語に 接，  1 が附 

いた 場合に は、 その 語と 接辭 とが 一 つに きに 發音 され、 その 語 は 獨立を 失 ふので あ る (その 際、 ； おの 一 の 一 部が 變る 

事が ある。 「し ^(.1:1)」 が 「し. 叫む」 となるな ど )o かやう にして 出 來た語 は、 一定の アクセント をお する が. £^^と、 

それの 附 いた との アクセントの^ 係 は、 接辭 によって 核々 であって、 接辭の 部分の アクセント は、 どんな； に附ぃ 

て も變ら ない 場合が 多い が、 叉變る もの も あり、 語の アクセント は 接 辭が附 いた 爲に變 る が 多い (佐久 氏 「日本 

音 g4 擧」 五  一 ra: 頁 以下 參照 )o さう して、 かやう に Si に 接 辭が附 いて 出來 たもの を、 ゃはり；^^川と認めるのは、 それの 

文節 構造 上に 於け る 性質が、 單 純なる (分解 出來 ない)， 語と 同様であって、 K 卜 純なる 語が 構成す ると M 様な 粗々 の 文節 

を 構成す るからで ある。 

次に、 「ほのめく」 「しづめ る (鎭 )」 の やうに、 接尾 辭が、 「ほの」 「む づ」 の やうな、 獨立 する^が 無い 形に 附ぃ たも 

のが ある。 この 「ほの」 「しづ」 は、 また、 「ほのかに」 「しづかに」 「ほのぐらい」 「しづ 心」 「ほの-^」 「しづ しづ」 の 

やうに、 或は 他の 接尾 辭 (「かに」) を附 け、 或は 他の 語 (「くらい」 「心」) と 合し、 或は 自身で m なって、 ， 語 を 作る もの 

であって、 その 有する 意味 は、 接 t 魂の やうな 附場 的の 意味で はなく、 これ等の諸；^！-の中心となるぉぉ味をぁらはしてゐ 

る。 かやうな もの を； t^ii^ とい ふ。 「ひらち (平地)」 「ひらたい (平)」 「ひらに (平ヒ 「まっぴら (&、 平)」 「た ひらかに (平)」 

の 「ひら」 も 亦 語 板で あるが、 その 形 は 「ヒ ラ」 が 「まっぴら」 では ビラと なり、 「た ひらかに」 では イラと なって ゐス。 力 

やうに 語根の 形 は 時として 幾分 變 する 事が あるので ある。 

-斩 し极は それ 0 身 決して 獨立 する 槊 のない ものである。 それが 獨立 しない 接 辭 や 他の 語根と 合し、 又は 獨 立し る； ほ 

. 文 €  0  -、」 「交 ©」 
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と 合して (この場合に は、 獨 立し 得べき 語 も その 獨立を 失 ふ 事、 複合語の 場合と 同様で ある y 全體 として 一 おの 形 を 

とり (全 體の 音の 形が きまり、 一-:: 儿の アクセントが 附 いて)、 獨 立し 得べき 言語 單位を 作る ので ある。 さう して、 これ 

等の 言 grm 位が、 It おと 認められ るの は、 やはり、 これ 等が 軍 純な (それ 以上 分解 出來 ない) >語 と 同様な 文節 を 作る もの 

で、 その 文節 構成 上の 性質が、 眾 純な 語と！： 一  であるから である (文節 は 語から、 成立つ もので、 文節に は必す 獨 立 

し 川. r 、へき； を 含んで ゐる。 獨 立し 得ぬ 語根と 接辭 とから 出 來た單 位が 文節で ない 事 は、 この 點 からで も 明かで ある。 

しかし •  ； 极 と- S とから 出來 たもの は、 なほ 文節 か 語 かが 問題になる)。 

以上、 語の 更に 小さい 言！ s^i 單 位に 分解し 得べき もの は、 (一) 語が 合して 出來 たもの、 (二) 語に 接 辭が附 いて 出來た 

もの、 (三) 語根に 接^が 附 いて 出 來 たもの、 (四)語极と；^^iが合して出來たもの、 (五)； S 根が 重なって 出來 たもの など 

si々 のものがぁる15^-を兑たのでぁるが、 接^ や i^i 极は 語の 構成要素であって、 更に それ 以上に 分解す る i$ が出來 ない 

はな 小 の ^：^味を^^す る 眾 位で あ る。 

かやう にして、 文 は 文節より 成り、 文節は；^:7"り成るものでらって、 ；^11の或るものは、 更に 他の IS や、 -ぉ i 极 ゃ接辭 

から^ 成せられ る ものである が 明かに なった。 

〔五〕 獨立 せぬ 語と 接辭 

以上、 意味 を；？： する 言語 單位 として は、 大小^^々 のものがぁる事を《-たのでぁるが、 その 中、 形の 上から：^ て獨立 

する。 4 位 乂は獨 立 し^べき 單位 として は、 文 及び 文節が あり、 獨立 しない 單位 として は、 极 及び 接 辭が ある" しか 

るに、 ； t^i は、 或 もの (1 ^一種の 語) は獨 立し 得る が、 或 もの (第二 種の 語) は獨 立し ない。 §乂 し 得る 語が 颦^ で 一 文節 
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となった 場合に は、 それ は 文節と 等しくな るが • 獨立 しない 語 (助詞 助動詞) は、 《おに 他の 獨 立し iT へき； と共に、 獨 

立し 得べき 言語 單位 (文節) を 作る ので ある。 然るに、 接 辭は獨 立せ ぬ單 位であって • これ は獨 立せ ぬ S 华 位なる： 权に 

附く 事が あるが、 また 猫 立し 得べき 語に 附 いて、 獨 立し 得べき 言語 單位 (語) を 作る ので ある。 かやう に、 ハキ 二種の >誥 

も接辭 も、 共に 獨立 しない 單位 である 點、 及び それが 獨 立し 得べき 語に 附 いて、 獨 立し 〔：- べき § 単位 を橫 成す る 點に於 

て、 兩者 は、 全く 同じ 性質 を 有する が、 第二 種の 語が 附 いて 出 來た單 位 を 文節と し、 接辭の附ぃて出來た„"5^位を：^^-と 

して 之 を iHil 別す るの は 何に 基づく ので あらう か。 

前に 述べた やうに、 接 辭が附 いて 出 來た單 位 を 文節と 認めす i^s と 認める の は、 その 單 位が 文節 を 構成す る 上に 於て、 

語と 全く 同様であって、 語が 構成す ると 同様の 種々 の 文節 を 形づくる からで ある。 それで は、 ^ニ秘 の i^i が附 いて 出 

來た眾 位 はどうで あるかと いふに、 例へば 「山が」 「山 は」 「山から」 「山 だけ は」 「山 か」 の やうに、 助詞が 附 いて 出來 

たもの は、 更に それだけが 一 單 位と なり、 その上に 種々 の 語が 附 いに、 語が 形づくる と 同様な 種々 の 文節 を 形づくる 

事 は 無い (勿論 T 山に」 に 更に 「は」 が附 いて 「山に は」 とい ふ 文節が 出來 るが、 これ は 他の 語に 「は」 のつ いた 「花 は」 と 

同等な 文節で はない) 。それ 故、 之 を 文節 そのものと 認めて、 文節 を 構成す る 語と は 認めない ので ある。 しかるに、 

「行かない」 「行きます」 「行った」 「行かう」 「山 だ」 の やうに、 助動詞が 附ぃ たもの は、 「行く」 が、 それだけで 一 文節 

となり、 又、 「行く けれども」 「行く が」 「行く の は」 の やうな 文節 を 構成す ると 同様に、 それだけで 一 文節 を 作り、 又 

「行かない けれども」 「行かない が」 「行かな いのは」 「行. きます けれども」 「行きます が」 「行きます の は」 などの 文節 

を 構成す る (担し、 「行かう」 「山お」 は 「行かう けれども」 「山 だけれ ども」 「行かう が」 「山 だが」 の 文節 を 作る が、 「行 

. 文 ，-レ 0 ミ 「文 ©」 
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かう の は」 「山 だの は」 の 如き 文節 は 作らない やうに、 ^動詞に よって、 いくらか 差異の ある もの も ある )o この 點に 

於て 「むく」 とい ふ. 詰と 同様で あるから、 かやうな 單位は 文節で なく、 むしろ 語と 認 むべき である。 さすれば、 右の や 

うな 助 動 1 は、 _ ザ： i に附 いて 語 を 作る 獨立 しない 單位 であり、 他の， 語に 附 lii 的の 意味 を 加へ る ものであるから、 語で は 

なく、 むしろ 接辭 (他の， 語の 下に 附く 故、 接尾 辭) と認 むべき である。 山 田 孝 雄 氏が、 助動詞 を 用言の 複 語尾と して、 

川 言に 助 動；；^ の附 いた もの を 一 語と 認めた の も、 かやうな 點 から 見れば 合现 的で あると いふべき であ る(同氏は複；^^1 

足と 名 づけた が、 俊 尾 も獨 立し ない 單 位が 加 はって プ 語と なる もので、 接尾 辭と ci: 種の ものである)。 但し 山 田 氏 

は、 「山？？.」 の 如く、 川 t:! 以外の ものに も附く 助動詞 は複語 と 認めす、 之 を  一 とした。 實際、 用言に 附く 助動詞 は 

すべて接：^^とするとしても、 ^言 以外の ものに 附く 助動詞 はむしろ 一， 語と 認 むべき 现. S は^に ある ので ある (山 田 

氏 は 之 を とし、 n 立す る ij^i と 同様に 取扱った が、 私 は、 やはり 助動詞と 認める がよ いと 出め ふ。 この 蔡 について は 

別に 論じたい)。 

以上い み 究 した 所に よれば、 t み 二 類の gi、 卽ち獨 立し ない， S の 中、 助詞 はや はり 語と 認 むべき であるが、 助動詞 は そ 

の 性^が 接尾 辭と M 別し 難く、 むしろ 筏 2i!^ に牧 むべき である (但し、 用言 以外の ものに 附く 助動詞 は 語と 認 むべき 

でぁる)0 

接：：5^^は！^1权に附くものもぁるが、 1^ 一 ー種の語は常に-！^^？に附ぃて語根には附かなぃ。 助動詞 を 接尾 辭と 認める とし 

て も、 これは；^^川权には附く^£^^はなぃ。 しかし、 接 辭纩 も， 語に 附く ものが あり、 その 方が 接尾 辭 として 我々 の 意識に 

上る が 多い。 それ 故、 助動詞が Si に附 いて 极に附 かない 事 を 以て 助動詞と 接尾 辭と を區刖 する 事 は 出来ない。 
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右の やうな 見解 は 十分 合理的で あると へる。 しかし、 二種の 語と 接^との 楚異 をな ほ 他の 點に 求める isj も出來 

る。 卽 ち接辭 は、 必 しも 唯 一 つの 語 だけで はなく、 いろ/、 遠った 語に も附 くが、 それ は、 慣用 ある 語に 限られて、 

どんな 語に も附 くので はない。 然るに、 第二 種の 語 (助詞 助動詞) は、 一般に 多くの It ュ i に附 く。 あらゆる には附 かな 

いにしても、 或 極 類の 語 (例へば 體言 とか 用言と か) に は 原則として、 どんな 語に も附 く。 その 附き 方が 自. 5 であり、 

規則的で ある。 アクセントから 兑て も、 或 語に 接 辭が附 いた 爲に 生やる その 語の ァクセ ント の變化 (又は 不變 化) は、 

, 語 によって 異り、 一 般 的に 論す る 事が 出 it ない に反して、 或 語に 助詞 や 助動詞の 附 いた 爲に 生す る その-^ i の ァクセ ン 

トの變 化 は、 語の アクセントが 形式で ある ものに は 同様に あら はれ、 规則 として 述べる is^ が出來 る。 例へば、 助 

iir に」 が附 けば、 語 は その アクセントに 鍵 化を來 さない (「暴」 ハナ 「鼻に」 ハナー 一、 「花」ハ.^「花に」ハ1^ー、 「秋」カキ 

「秋に」. T キ 一一)。 「の」 がつ けば、 後高のァクセ ントを有する：^？叫は、 高い 部分が 低くな つて 助，！： と： ：！： じ 一 5 さになる (「花」 

〈1 ^「花の」 ハ ナノ、 「頭」 ァ ^ 「頭の」 ァ タマノ)。 助動詞 も 1:^ 様に 多くの 語に 自由に 规则 的に 附く 故、 やはり 接^と 

leil 刖 する が 出來る (アクセントの 點も 助詞と 同様で ある)。 さすれば、 ， 語 に附 いて 之に 附馬 的の. ザ 一味 を 加へ る獨 立し 

ない 單 位の 中、 多くの.！：^? に自. E に规則 的に 附く もの を 語 (第二 種の) とし、 或 限られた、 惯 用の ある-語 のみに 附く もの 

を 接^と して、 兩者を g 別す る ことと なる ので ある。 しかしながら、 さう すれば、 接辭の 中で、 多くの；^|?に一般的に 

附く 接頭 辭 「お」 や 「ご (御)」、 接尾 辭 「さん (様)」 など も、 亦 第一 一種の 語と 見なければ ならなくなる ので ある (仉し 「お」 

は、 それの 附く の アクセント を變 へる 場合が 多い が、 その變化は；^|1にょって異り、 十分 规則 的で はない)。 

從來の 文法で は、 助動詞 も 助詞と 共に 語と 認めて ゐる (それ 故、 この 稿に 於ても、 それに 從っ て、 助 動， 到の 附ぃ たも 

文 ミ 0 ぐ、 「又 ie」 
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の を も 文節と 见 ておいた ので ある)。 もし、 語と 接辭 との 1511^ を兮 述べた やうな 兑 地から 立てる とすれば、 その 給 架 

は、 從來 の-語 を その ま  > 語と 認める 事と なり、 唯、 從來 接辭と 認められて ゐ たもの の 中の 少數を 語と すれば よい 蔡と 

なる。 ！：！！ 際、 自. 5 に 規則的に 他の， g に附 くと、 慣用 ある もの だけに 限って 附 くとの 差 は 文法 上 大切な 事で あるから， 

かやうな 见方も 亦现. H が ある。 

しかしながら、 文節 構成 上、 犟 純な 語と 性質 を 同じう する か 否かに よって、 語と 然ら ざる ものと を 分ける の は、 語 

が 文節 を IS 成す る單 位で ある 點 から 見て 重耍 な褰 と考 へられる 故、 純理の 上から 云へば、 こ の 方が 正當 である やうに 

思 はれる。 この 见方 によれば、 助動詞 は 接尾 辭の 中に 入る ので あるが、 しかし 助動詞 は、 その 附き 方が 自. E で 規則的 

である 點は、 惯用 ある 語に しか 附 かない 他の 接尾 辭と 遠って ゐる 故、 之 を 接尾 辭 として 取扱っても、 他の 接尾 辭と多 

少^^す る 方が 當 でも あり 便利で も あらう。 山 田 氏が 助動詞 を 語の 一部分と 認めながら、 之 を 接尾 辭 とせす、 複語 

尾と して 取扱 はれた の は、 その 結果に 於て 右の 取扱 ひに 近い ものである (之と 違 ふ 所は複 語尾 を 接尾 辭の 一 種と しな 

かった ことで ある )o  • 

獨 立し ぬ ISi (第一 Igl の 語) と接辭 との. R 別 は何處 にある かの 問題 は、 關係 する 所が 廣く、 以上 述べた だけで はま だ 

盡 きて ゐ ない ので ある。 以下、 活用 や 品詞 分類 を 論す る 際に も、 この 問題に 觸れ るで あらう。 

かやう に、 第二 穩 の！^? と 接^との 區刖が 問題になる の は、 雨 者 の^が 根本的の もので なく、 むしろ 程度の 差に 過ぎ 

ないから である。 
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〔一〕 活用と 活用形 

語の 活 S とい ふの は、 1:^ じ 語が 種々 の 遠った 形 をと る 事であって、 その 形の 違 ひ は 主として の 後の 部分に ある 故、 

語尾 變化 とい はれて ゐる。 その 語形の 逮ひ は、 「書.： 别」 「#r^」 「書 o」 「害^」 の 如く、 最後の 一 が 入れ か はって 出來た 

もの も あり、 叉 「起^」 「起^^r:^」 「起 5^」 の やうに 或は 「る」 或は 「れ」 の 音が 加 はり、 或は これ 等の 一 S: が 加 はらない 爲 

に 生じた もの も あり、 叉、 r^J 「^」 「u」 rd」 (來 )、 -」 「〕」 rf^J  「^:e」( 爲)、 r-G^J  「.{IIJ」  r,H^」 

の やうに、 昔自 身が 入れ か はると 共に その 或 ものに 「る」 r れ」 の 音が 加 はって 出來 たもの も ある。 In:: 節の， 認は、 假 

名で 書いた 形で は、 語尾 だけでなく、 語 全部が 變 化する やうに 見える けれども、 赏際變 化する の は、 その 昔 節の 母 昔 

以下であって、 最初の 子音 は變 化しない のが 常で ある (「見る」 は、 .3  で 最初の 「m」 は變 化しない)。 唯、 「える」 

(得) 及び 「いる」 (射 *鏡) だけ は 一 背 節の 最初に 子音が 無い 故に、 語 全 體が變 化する と 見なければ ならない (現代の？ sil 

では 「ゐる (居)」 もこの 類で ある)。 それ 故、 活用を語：！！^^變化とぃふのは、 嚴格 にいへば 正しくな く、 ； 認形變 化と いふ 

べきで ある。 

一 つ の 語が 幾つの 逮 つた 形 をと るか は、 語に よって 同じくない。 文語に 於て は 三つ (例へば 「見」 の 「み」 「みる」 「み 

れ」) から 六つまで (例へば 「死」 の 「死な」 「死に」 「死ぬ」 「死ぬ る」 「死 ぬれ」 「死ね」)、 口  l^i では 三つから 通 叫つ ま 

で (しかし * 委しく 兑れば 八つまで) ある (所謂 形容動詞 を 入れれば もっと 多くなる が、 これ は 別に-おへたい )。 もっと 

語の 话用 
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も. 助 動， 1 になる と 口語文； とも もっと 少 いのが あり、 極端に なると、 只 一 つの 形し かない もの、 卽ち 語形 變化 のな 

いもの も ある。 變 化しない もの を どうして 活用と 認める か は、 後に 論じたい。 

前述の 如く 語の 活用 は、 語の 形の 變化、 ことに idi 尾變 化で ある。 然 らば. Si 形の 變化、 語尾 變化 は、 すべて 活用で 

あるかと いふに、 さう ではない。 一 昨：：：とぃふ意味の「ぉと^7ひ」とぃふ；^|1と「ぉと^^ひ」とぃふ語が！1:じ言語に行はれ 

てゐ ると しても、 その^と？^ との 昔の 入れ か はり を 活用と はい はない。 叉、 「さ^ (酒)」 が 「さかだる (酒樽)」 の^は、 

「さ：^」 となり、 「う 7( 上)」 が 「うはぎ (上着)」 の 時 「う^」 となり、 「し， ^(.H)」 が 「しらほ (白帆)」 の 時 「し a」 となり、 

「^ろ (風：：..；：)」 き (垣)」 が 「あさぶろ (朝風呂)」 「いしがき (石垣)」 に 於て、 「^ろ」 「5 き」 となる の も 語形の 變 化で 

あり、 或 もの は； 詰 尾の 變化 であるが、 これ^も 活用と はい はない。 「おち」 「おちる」 (落)、 「おり」 「おりる」 (下)、 

「および」 「およぶ」 (及)、 「き、」 「きく」 (問)、 「あけ」 「あける」 (明)、 「ふけ」 「ふける」 (深) と 活用す る Si でさへ も、 

rs,^ す」 「7^^ す」 rT^.S す」 「^ える」 す」 「^す」 と變 化した もの は 之 を 活用の 中に 數 へない。 さすれ 

ば活 川と いふの は、 單 に！^ i の 外形の みに 關 する もので はない が 知れる。 今、 活 W する の、 それ の 遠った 形が 

如. ：！： なる 川 をな すかと へて みるに、 例へば、 「行 リ」 とい ふ 形 は、 「私が 行く。」 の やうに 文が そこで 終止す る iej- を あら 

はし、 「行き」 とい ふ 形 は、 「君 も 行き、 僕 も 行く。」 の やうに、 一寸 中止して、 之と 同等の 资 格の 語に 續く事 を 示し、 

「行^」 とい ふ 形 は、 人に 命す る 意味 を もって、 そこで 文が 終止す る 審 を 表 はして ゐる。 又、 「行お」 は 「行， S ない」 「行 

^う」 「行 釗 せる」 など 「ない」 「う」 「せる」 などの 語 を附 ける 場合に 用 ゐ、 「1&げ」 は rlj^ けば」 の やうに 「ば」 を附 ける 場 

合に 川ゐ る。 かやう に、 語の意^の きれつ 5- きを 示し、 叉 種々 の 語に， 績く爲 に、 同じ， 語の 形の 變 化する のを活 川と い 


ふので ある。 かやうな、 活用す る 語の 種々 の 違った 形 を 活用形と いひ、 各 活用形が 意味の 切れつ でき を 示し 又は^々 

の 遠った 語に 績く事 を 活用形の 用法と 呼ばう。 

活 m する 語 は、 その 意味 は稷々 様々 で W に 同じくな いが、 その 活用形 は、 それ，^ 右の やうな 川 法 を もって ゐる。 

違った 語の 各 活用形 を 互に 較べて みると、 その 活用す る 部分の 形が 全く  じ もの も あり (「行.^」 「行^^」 「行，.^」 「む 

^」 と 「書 刑」 「書 釗 一 「書 o」 「書 5」 の 類)、 非常に 遠った もの もあって (「行，"，^」 「行.^」 「行 d」 「行 叫」 と 「刎」 「ま」 

「g」 の 類)、 様々 であるが、 その 用法 を兒 ると 互に 同一な ものが ある。 さう して、 £ 法 を 同じく する 活川形 は、 必 

しも、 その 形 を 同じく しない。 例へば、 「行く」 とい ふ 語の 「行， s」 とい ふ 形 は 「ない」 「う」 などに つ くが、 「见 る」 と 

いふ 語 は 「み」 とい ふ 形が 之と 同じ 用法 を 有する。 さう して 「行 到」 と 「叫」 と は 形と して は 全く 遠った ものである。 又、 

用法から 見る と、 一 の 語の 二つの 遠った 活用形の 有する いろくの 用法 を、 他の 語で は 一 つの 形で ねて ゐる ものが 

ある。 例へば、 「行く」 は 「ない」 「う」 につ 丈く に は 「行 洲」 の 形 を 取り、 中止 法の 時、 叉 は 「ます」 につ くに は 「行^」 

の 形 を 取る が、 「見る」 はこれ 等の 場合 を 通じて、 「み」 の 形 を 取る。 卽ち 「行， s:!  r 行 さの 二つの 形の 川 法 を 「み」 の 形 

が 兼ねて ゐ るので あって、 r^」 の 形 は 用法 上 「行か」 「行き」 の 二つの 形に 對應 する。 前に 述べた 通り 一 っの；^;1の活用 

して 變 化する 形の 數は 語に よって 多少が あるが、 右の 如く、 その S 法 を 比較して、 他の 語の 二つの 形に 對應 する もの 

は、 たと ひ E: じ 形で あっても、 二つの 形と 見做す とすれば • 活用す る 語 は、 一 であって 多くの 形 を する ものに 

準じて、 すべて 文 一 S では 六つ、 口語で は 普通 W つの 活用形 を 有する ことと なる。 流"， 池の 文法に 認められた • 朱 然*述 

用 • 終止 • 連 體* 已然. 命令の 六 活用形 は、 かやう にして 文語から 得た ものであって、 IS 名の 活用形 は、 その W 法 を 


75 一 


I:^ じうす る ものである。 口語の 活用形 を 六つに する の は、 文語の を 口語に あてはめた もので、 口； 訝で は 赏際は 普通^ 

つの 逮 つた 形し かない (但し、 委しく 兑れば 非常に 多くな つて、 八つに もなる。 これ は 下に 論す る。 叉 所謂 形容動詞 

のお m について は 別に 論す る)。 

〔一一〕 活用形の 用法 

各の 活^形 は、 それぐ 獨自の 川 法 を 有する。 その 用法に 就いて T 埘 へて 見る に、 之 を 二種に 大刖 する 事が 出來 る。 

一 は、 活用形が それだけで 或 意味 を 表 はす もの、 二 は 他 語に 緩いて、 それと 共に 或 意味 を 表 はす ものである。 

1^1 の 川 法 は、 活用形が、 他の 語の 力 を 借りす、 それだけで 或 意味 を 表 はす もので、 例へば、 「私が 行く。」 の 場合 

に、 「行く」 とい ふ 終止形が、 こ、 で 文が 終止す る 事 を 表 はし、 「行け。」 の 場合に その 命令形が、 人に 命令す る 意味と 

rz- おに、 こ、 で 文が 終止す る を 表 はす 類で ある。 この場合に は、 その 語 は 單獨で 用 ゐられ る 事が 多い が、 また 助詞 

の 類を附 ける 事が ある。 「私 も 行く お」 「行けお」。 しかし、 その 語の 活用形の 表 はす 所の 意味 は、 助詞が！？ つても 無 

くても 1:1： じこと である。 かやうな 用法 は、 口語で は 未然形 及び 假 定形に はなく、 文 ITS では 未然形に 無い。 卽ち 左の 通 

りで ある。 

1、 述 E 形 

1 ことば を 中止し、 下の 語に 對 等の 關 係で 續 ける。 「君 も 55^、 僕 も 行く。」 

2圯言に續ぃて、 その^！总味を修飾し又は铺足し、 又は 意味 上 結合す る。 rsp^ 照る」 「1^ なる」 「g^ き 

める」 rffl^ すぎる」 


3. 連 3- 形に 助詞 「に」 をつ けて 或 動作の 目的た る 事 を 表 はす。 r 演說を 聞きに 行く。」 この 「聞き」 は 「束 京 物 

C 

に 行く」 の 「東京 兒物」 と 同じく、 體 言の 資格 を もつ ものと 認められる。 

二、 終止形 

文が そこで 終止す る 事 を 示す。 

三、 述體形 (口語で は 終止形と 同形) 

^體言 に續 いて その 意味 を 修飾す る。 「ss 水」 「^ 花」 

む 文語で は、 「ぞ」 「なん」 「や」 「か」 を 受けた 時、 文の 終止す る 事 を 示す。  - 

0 め 文語に 於て、 「事」 「者」 の やうな 意味が 加 はって 體 言の 资格を 附與 せられ た^を 一一 小す。 「まして 雨な どの 1 

, ^いとわび し」 ris は 易く、  13 は 難し」 など。 口語で も、 「さう. S はよ いが」 など 稀に m ゐる。 

四、 已然形 (口語で は 「假 定形」 とい ふ) 

口語で は、 單獨 で用ゐ ない。 文語で は 助詞 「こそ」 を 受けた 時、 文の 終止す る 事 を 示す。 r 卷 こそ 樂 しけれ」 

tjslht 語に は、 下に 助詞 「ば」 を附 けた やうな 意味で 闭ゐ られた 事が ある。 「さよば ひに ありた" し、 よば ひ に 

ありかよ はせ、 たちが を もい まだと かすて …… 」 riR- かも 胸 やすから ぬ戀 ふれ かも 心の 4^ き」 

五、 命令形  ■ 

命令の 意味 を 表 はして 文 を 終止す る。 

以上、 第一 の 用法 は、 その 語の 形 や 意味 如何に か. - はらす、 同じ 活用形 を 有する もの は、 その- 誥の 味に 附帶 して 

の 括 用  ， 
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おの やうな^ 味 をお する ので ある。 

1  必 二の W 法 は、 助 _1 や 助 動； 1 に附く はの 形と して 川 ゐられ る ものであって、 これ 等の ものが 附 いて、 はじめて 或 意 

味が 附 する のであって、 活川形 それだけとしては意昧を^5^はさなぃもの である。 例へば、 「行かない」 とい ふ 場合 

に、 「行か」 の 形 は、 「ない」 に 附く爲 に 川 ゐられ る もので、 「行かない」 全體 として は 「行く」 とい ふ 昧に 打消の 意味が 

加 はった ものである 明かで あるが、 この場合に 「行か」 とい ふ 活川形 (未然形) それ 自身 は 何 を 表 はす か 明かで ない。 

唯、 ぉ惯 的に、 「ない」 に は、 未然形から 緩く とい ふだけ である。 さう して、 「ない」 に 打消の 意味が ある やうに 並 H 通 は 

考 へて ゐる けれども、 「ない」 はいつ も 未然形に 附く 故、 未然形と 「ない」 とが 介して 打消の 意味 を 表 はす もの かも 知れ 

ない ので ある。 卽ち、 かやうな 場合 は 活用形 だけ 取 出しても、 無意義で ある。 勿論 これ 等の 場合に、 下に 附く 助詞 助 

動， 1 の 類 は、 決して § 堆獨に 用 ゐられ る 事な く、 常に 他の Si に 伴って、 その 一語に 或 意味 を 添加す るので ある 故、 その 際 

W ゐられ るてん 川 形 は、 その 語に 或附屬 的の 意味 を 添へ る爲の ものである とい はれる けれども、 t ル 一 の 川 法の やうに、 

それ，：：： らで或 s:^ 味 を 添へ るので はない。 これが SI の ffl 法と 根本的に 遠ふ點 である。 然るに 活用形が、 かやう に用ゐ 

られる|5^は|^1多ぃのでぁって、 命令形 を 除く あらゆる 活用形に その 用法が あり、 殊に ロー S 文語の 未然形 及び 口語の 假 

{ や 形に は、 li^ 一  の 川 法 は 全く 無くして、 ら 第二の 用法の 場合に のみ 用 ゐられ る (いかなる 活用 形に いかなる 助詞 助 

動詞が 附くか は、 どの 文法 寄に も說 いて あるから、 今 こ- -に擧 げる必 要は 無い)。  .  _ - 

〔三〕 活用と 語形 變化 

^1 の^ 法に 於け る 活用形 は それぐ 意味 を もって ゐる 故、 その 活用形 を 有する Si は單^ で 一文 節 を 作る が出來 
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る。 卽ち獨 立し 得る ので ある。 又、 之に 助詞の 類を附 けて 一文 節 を 作る 事が 出來 る。 その場合には、 その は 獨立を 

失った ので あるが、 それでも 活用形 自身の 意味 は 失 はれない ( r 演說を 聞きに 行く」 の 「問 き」 はいつ も 「に」 を 伴 ふが、 

「開き」 の述用 形が 名 II の やうな 性質 を 示して ゐ るの は、 「柬京 見物に 行く」 とくらべ て 明かで ある)。 第二の m 法に 於 

ける 活川形 は、 助詞 助動詞に 續く爲 の 形と して^ ゐられ たもので、 その場合には、 活用する，ぱ叫は(：5に助^1助動；^を附 

けて 川ゐ られ、 之と 共に 文節 を 作る。 卽ち、 その場合には、 その 活 ffl する 語 は 初から 獨立 しないの である。 たと ひこ 

の 語の 形 (活 m 形) は 第 一 の 用法の ものと 同一 であっても (例へば 「行きます」 の 「行き」 と、 中止 法の 「行き」 の やうに)、 

一 方に は 意味が 無く、 一  方に は 意味が あって、 決して 同！ でない ばかりでなく、 或 場合に は、 その ァクセ ント まで も 

遠 ふ 事が ある。 例へば、 「立つ」 の述 ffl 形 は、 中止 法の 時 (第一 の 用法) は チ」 であるが、 助動詞の 「たい」 につ けば 

(t:^ 二の 用法) タ. ィ となる。 「坐る」 の 終止形 も、 文の 終止と して は (第 一 の m 法)、 「ス ヮル」 であるが、 助， 1 「の」 に 

っヒ けば (第二の S 法)、 「ス ノ」 となる。 これによ つても、 この 二種の m 法の 混； Z する^が 出來 ない が 明かで あ 

る。 まして、 未然形の；^^ゃロ語の假定形の語は、 決して 獨 立して は 川 ゐられ す、 常に 助 動， 1 义は 助， 1 と共に 文節 を 作 

るので ある。 かやう に！^ 二の 用法に 於け る 活用形 を もった 語 は、 いつも 獨 立す る蔡 がない とすれば、 之 を 一. 語と 認め 

る が出來 るか どうかが 疑 ii: になる。 もし 之 を 一 語と 認める 事が 出来ない とすれば、 之に 伴 ふ 助-^ 助 動？^ は、 一 と 

は 認める 1^ が出來 す、 接辭 としなければ ならなくなる ので ある (こ. - にも 亦、 獨 立し 得ぬ と接辭 との！ 51： 別 如 ：！： の 

题が あら はれて 來る )o 

i. 第二の 用法に 於け る活 形 を 有する； 脐、 中に も 未然形 や 口； 語の 假 定形の l^i (「行か」 「e! てれ」 など) が- 決し 
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て獨立 しないの は である。 しかし、 獨 立し ir べき 語 も、 助詞 や 助動詞 を附 ける 時、 その 獨立を 失 ひ、 同時に、 ァ 

ク セントが 變る が あるば かりで なく、 また 音，：：： 身の か はる iel- が ある 事 は旣に 述べた 通りで ある。 さすれば、 「行か 

ない」 は 「行く」 とい ふ獨 立し 得べき； に 「ない」 とい ふ 助動詞が 附 いて 「行 d」 が 「行，： g」 と變 化して その 獨立を 失った も 

のと- へる isil^ が出來 る。 「行か」 「行き」 「行く」 「行け」 は、 互に 形の 違った ものであるのに、 之 を 別々 の 語と 兄す、 

1 つの Si の變 形と 兑 るの. は、 その 語と しての 意味が 同じく、 その 形 も 大部分 同じで あるから である。 それ 故、 第二の 

m 法の 語 を； 認と 認める の は、 決して 不合理で なく、 また 實際 我々 の 言語 意識に 背いた もので もない。 

以上の^ 察に よって 明かに する 箏が 出來た 活用の 性質 は 次の 通りで ある。 

1 、 活 印と は、 語に 或 意味 を 添加す る爲の 語形 變化 である。 

二、 その 添加 せられる 意味 は、 (甲) 或 場合に は 語形 變化 自身に よって あら はされ、 (乙) 或 場合に は、 助詞 助動認 

を 加へ てあら はされ るが、 後の 場合に 於て は 活用形 は、 助詞 助動詞 を附 加す る爲の 形と して 川ゐ られ、 それ 

自身い かなる 意味 を 表 はす か 明かで ない。  ， 

Ei: じ Si 形變 化で あっても、 前に 揭 げた 「おと fc- ひ」 「おと  1^ ひ」 の やうな， 形 變化は 語の 意義に は 全く 關 係が 無い か 

ら、 活^で ない lit は 〔 一 〕 に 照して 明かで ある。 叉 「さ， 5( 酒)」 「う 7( 上)」 が 「さかだる (酒樽)」 「うはぎ (上着)」 に 於て 

「さ 刘」 「う s,」 となり、 「ふろ (風呂)」 「かき (坦 )」 が、 「あさぶろ (朝風呂)」 「いしがき (石垣)」 に 於て、 「ぶ， ろ」 「が，. き」 

となる やうな jgi 形變化 は、 が 他の 語と 共に 新しい isii (複合語) を 作る 場合に あら はれる ものであって • その 語形 變化 

によって、 もとの 語が 獨立を 失 ひ、 他の 語との 結合が 固くなる が- しかし、 意味の 上から！ れば、 かやうな 音變 化な 


くしても、 様な 複合語が 出來る 例が 多い のであって、 音變 化が ある 爲に、 或 特別 Sil 係 (意味 上の) で 結合 するとい 

ふので もない から、 音變 化に よって 或 特別な 意味が 表 はされ てゐ ると は考 へられない。 それ 故 これ も 亦 〔 一 〕 に 照して 

活用で ない 事 明かで ある。 た^^「ぉ.^す」 「お，^ す」 「およ  11 す」 「き d える」 「あがす」 「ふ^す」 など 接：^^ に 接する 

場合 は、 もとの 語に 附属 的な 意味 を 添加す る爲 に音變 化が 生じた のであって、 その 點に 於て 活 £^ と ！：！ 様で あり、 その 

變 化した 形は獨 立して は 用 ゐられ る 事な く、 その 音 變化は それ 自身 どんな 意味 を あら はす か 不明な 點に 於て、 活 形 

が 助詞 助動詞に 附く爲 に m ゐられ た 場合と i:Z 様であって、 その 間に 區 別が 無い やうに 見える (尤も、 この場合 は 接：^ 

辭が附 くので あって、 活用形に 助詞 助動詞が 附 くのと は 別で あると へれば、 1^ 別 は 明瞭で ある やうで あるが、 接：1^- 

辭と 助詞 助動詞の やうな 獨立 しない 語との 分界 は 十分 明かで なく、 流 通に 助動詞と 兑 做されて ゐる もの も、 赏は 接尾 

辭 と！^ 得る ものが あると すれば、 この iHi 一別 も 十分 明瞭で あると はい はれない)。 實際、 この間に は 板木 的の lEi: 別 は 無 

いやう である。 た：^、 活用す る 語に 助詞 助動詞が 附く 場合に は、 原則として、 どんな 語に も附 き、 又、 それ.，^ の 助 

詞 助動詞が どんな 活用形に 附く かがき まって ゐる (口語で は 「ば」 は假 定形に、 「が」 「と」 「けれども」 は 終止 述體 形に、 

「ない」 は 未然形に 附く )o 卽 ちその 附き 方が 自由で 規則的で ある。 之に 反して 接尾 辭は、 語に よって 附 くの も附 かな 

いのも あり、 又 1^ じ 接足辭 でも それの 附く語 の 活用形 は 一定せ す、 いろ/ \ の 形に 附く。 例へば 「す」 は 「動，^ す」 「^ 

かす」 「靡 刻す」 の やうに 未然形に 附く と共に、 「明 W す」 「深 列す」 「燃，？ す」 rs- す」 「及  15 す」 「ま，^ す」 の やうに， 

f 通の 活 W 形 以外の 形から も 附く。 「る」 は、 「塞 到る」 「と， 5 る」 の やうに、 未然形に 附く と共に、 「懸 W る」 「助^る」 

「當 おる」 の やうに、 普通の 用 形 以外から も附 く。 或 接尾^が どんな 語 に附 き、 どんな 形に 附くか は、 1^ 的に 論す 


る^ は出來 ない。 かやう に、 接尾 は附き 方が 限られて 規則的で ない。 この 點が兩 者の ii の 大きな 差異で ある。 

"M に、 ，諝 に 附く獨 立し 得ぬ 言 Si 單位 としての、 獨立 せぬ 語 (第二 種の 語) と 接 辭とを 別す る 方法の 一 として、 種々 

の！ ji に自. 5 に 規則的に 附 くと、 1^ 用 ある ものに 限って 附 くとの 相違に よる ものが ある 察 を 述べた が、 今兑た 所に よれ 

ば、 助 1 助 動？！ の 如き、 獨 立し 得ぬ 語 は， 多くの 語の 一 定の 活用形に 規則的に 附き、 接^ は、 |^|-にょってそれの附く 

形が 異り、 全體 として は 一 定 しない。 それ 故、 右の 如き 方法に よって、 獨立 せぬ 語と 接 辭とを 一 R 別す ると すれば、 畢 

.s、 活用 は、 次の 如く 考 へる 事が 出來 る。  ， 

活 S と は、 ，語 に附屬 的の 意味 を 添加し、 又は、 ，s に獨 立し 得ぬ 語を附 けて、 或 意味 を 添加す るた めの 語形 變 化で 

ある。 

もし、 助動詞 を 語と 認めす、 接尾 辭の 一種と： ると すれば、 右の 「獨 立し 得ぬ 語」 の 中には、 助動詞 を 含まぬ 事に な 

る 故、 これ を 含ませる 爲に、 その下に「他に自.5に附く接尾^」とぃふ；^^iか又は山K氏のーばiを借りて「複語尾」のーisを加 

へれば よい。 

〔四〕 活用の 種類 

【獨 立す る 語の 活用】 活 S は、 獨立 する， S にも あり、 獨 立し 〔む ぬ 語 及び 接尾 辭 にも ある。 まづ獨立する！^！^の活用に 

ついて 考 へて 見る に、 もし、 活用形の 用法 を， おへす， 各；^^1にっぃてそのぁらゅる活川した形を^めて、 その 變 化する 

部分の 形 だけ を-おへて、 活用の 形式が 幾 g3 あるか を 見る と、 文語に 於て は、 

1 a  .1 U  e と g: つに 變 化する もの (「書く」 「行く」 「あり」 など )o 


0  a  i  u  e  g  g と 六つに 變 化する もの (「死ぬ」 「去ぬ」 など )o 

g  i  n  e  §  ^ と 五つに 變 化する もの (「 爲」 )。 

a:  i  "  0 び 化 と 五つに 變 化する もの (「 來 る」)。 

g  i  U  g  2 と s: つに 變 化する もの (「起く」 「下る」 など)。  . 

§  i  S  .§ と 三つに 變 化する もの (「着る」 「：E: ルる」 など)。 

G:  e  U  ,^  ,n と^つに 變 化する もの (「受 く」 「^つ」 など)。 

g  e  m  I と 三つに 變 化する もの (「蹴る」)。 

^  ^  ^  ^  ^ と^つに 變 化する もの (「白し」 ri;^ し」 など)。  , . 

灣 ^  .^  ^  T1 と ra: つに 變 化する もの 0. 苦し」 r 樂し」 など 

以上 十 械類を る (これ は 普通の 文法に ある 文語の 動詞 形容詞の 活用と 大抵 一 致す るが、 唯、 段と ラ變 とが 一 つ 

になって ゐる爲 に 一種 類 だけ 少ぃ )o この 形を兑 ると、 e: から^ま では、 變 化する 部分 は、 母 一 S: であるか 乂は^ 一.；；：： で 

はじまって ゐる。 これに 反して、 ⑨は變 化する 部分が 子音で はじまって ゐる。 この 1* は 何 を 意味す るかと いふに、 S 

乃至 g の變 化する 部分 (之 を 語尾と いはう) は 母 昔で あるか 又は 母音で はじまる ので あるが、 この 母 e: は。 獨に 1 11!!: 節 

を 構成せ す、 その； t^i の變 化しない 部分 (之 を 粋と いはう) の 終の 子音と 合し て 昔 節 を 措 成して ゐる (「寄く」 S. Si 尾 a 

.1 U  e は 一語 幹 kak の 最後の 子音 k と 合して ，3  H  ,s  ,5 の 昔 節と なって ゐ る)。 然るに、 E 本， ぱ i の？？^ 音 法と して は、 

右の 如き 音節の 子音と 母靑と を 離して 發昔 する 事 は 決して 無い 故に、 これ 等の 語 は、 赏 際の 首 語と して は、 si^ の 部 


分と 變 化する 部分 卽ち j^i 尾と を 明かに 分離す る leilf が出來 ない ものである。 音節 を單音 に 分解 すれば 分離す る 事 は出來 

るが、 これで は赏 の 昔と して は 用 ゐられ ない 形になる (それ 故、 これまでの 文法で は、 最後の 子音 を 除いた もの を 

IT ュ i 斡と し、 その： g 後の 子 一-? I" と； g 尾の 母 昔との 合した 一 fj:: 節 又は それ 以後の 部分 を； 誹 尾と して ゐ るので ある。 しかし、 こ 

れは ir 肘轮 と； 尾との 露の 分界に 一 致しない ものである iej はいふまで もない )o 又、 中には 「え • う. うる. うれ」 (得) 

の やうに 變 化する 母音 (e  U) だけで 音節 をな して ゐる もの も ある けれども、 この類のものは語^^にぁたる部分が無ぃ 

のであって、 尾 だけで 語幹の ない 語 は 認めに くいから、 これ は、 語幹が 語尾の 中に 含まれて ゐ ると 見なければ なら 

ない。 さすれば、 これ 等の 語で も、 語 と >語 尾と を 分離す る蔡 が出來 ない ものであると いってよ い。 然るに ⑨は、 It は 

尾が 子 昔で はじまって、 語幹の 部分 は それだけで 昔 節が 終り、 語尾の 部分 は、 そこから 別の 音節と なって ゐ るので あ 

つて、 -ば； i 幹と； ぶ を 發音上 分離す る 事が 出來る (「黑 し」 が kuro-ku  Jmro-slii  luu.9ki  I2ro-kcre と 分離す る 事が 

•  貫 

=1 永る 類。 もっとも S 際の 言 一?;i として は、 その に 切れ目 をつ けて 發音 しない けれども、 昔と して は、 切れ E をつ け 

て §w する 10 が 出來、 さう 發 音しても、 日本語の 發音 上の 習慣に 背かない。 それ 故、 この類 は、 從來も 語 粋と.^ i 尾と 

の 分界 を あやまらなかった )。 卽ち 前者 は 日本語の 發音 法で は 語幹と 語尾と を 分離す る 事が 出來 ない もので あり、 後 

^<?は：刚-ォを分離し得るものでぁる。 S: はか やうな 點で、 S 乃至 g と 別せられ る。 

最後の §. は 語尾の 部分が 母 昔で はじまり、 その 母音 は 語幹の 終の 子音と 合して 音節 を 作り、 ー認 粋と； 足と が寳際 0 

發音上 分離す る 事が 出来ない 點で a: 乃至、 g と 同様で ある。 然るに、 この種の もの は、 山 乃至 g に 比して 他の 點に 於て 

異な 點が ある。 卽ち、 £ 乃至 g に 於て は • 語尾 は 母音 だけで あるか、 さもなければ a- 音に m  S の やうな ラ行 音の 附 


いた ものであるのに、 ^は 母音 だけの もの も あるが (.1)、 更に 母 昔に，^ H ばの やうな カ行 it が附 いた ものが あって、 

この 點に 於て S 乃至 g と異 り、 かへ つて、 幾分が， に 近い 所が ある。 卽ち、 § は S 乃至 g に 近いが、 また g に 似た 點も 

あるので ある。 

以 上 は 活用す る 部分の 形 だけにつ いて 兑 たのであって、 その 意味 用法に 就い て は考 へなかった ので あるが、 今 活川 

形の 川 法に ついて 者へ て兑 るに、 ， 語 は その 意味 や 形 は どんなで あっても、 その 活 E 形式が M じ もので あれば、 その 各 

活 形の W 法 は 全く 一:1： じで ある。 但し、 前に 擧 げた S の 形式に 屬 する 語の 中、 「宵く」 「行く」 「取る」 などと 「あり」 と 

は、 共に ai  U  e の §： つに 變 化する が、 その i と U との 形 は、 その 用法に 於て T; に與る 所が ある。 「赘 く」 「行く」 の 

類で は U の 形 を 文 を 終止す る 場合 や 助詞 「とも」 につ く 場合に S ゐ るが (「行 do」 「書， <o」 「行；； とも」 「書 d とも」)、 

「あり」 では P の 形に かやうな 川 法な く、 かやうな 場合に は i の 形 を m ゐる (「あり。」 「あ.，^ とも」)。 かやう に 川 法 上述 

つた 點が あるから、 こ の 類 は 更に 一 一種に 分けなければ ならない (これが 卽ち叫 段と ラ變 との^になる)。 

又、 活川 形式の 遠った 語で あっても、 用法の 上から 見れば、 一 つの 活 S 形式 中の ー活 S 形の 川 法 は、 他の^ m 形式 

中の 或 活用形の 用法と！： じで あり、 又は 一 の 活用形 式 中の 一 活用形の 川 法が、 他の 活用形 式屮の 二つの 活川 形の 川 法 

と 同様であって、 ！：！ じ S 法 を 有する 活用形 を 同じ 活 《 形と 見るならば、 あらゆる 活 m 形式 を 通じて 1：! じお 川 形が 兑出 

され、 その 數も あらゆる 活用形 式 を 通じて 最多く の活 ^ 形 を 有する ものと ill 數 (文； では 六つ) の 活用形 ある ものと！ 

る 事が 出 來る事 は 旣に說 いた 通りで ある (未然形 • 連用形 • 終止形 . 速體形 • 已然形 • 命令形 活 S 形 はか やうに 

して 認められた ものである )o  . 

語の^ 用 
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語の 活用 

しかし 乍ら、 文語に 於て 完全に 六つの 活用形が あ. ると： 得べき も 5 は、 i 训に擧 げた S から^までの 八 種であって、 

g 及び s- の 二 極 に は、 g の e の 形 (命令形) と！： 用法の 形 は 全く 見出す ことが 出來 ない。 卽ち、 この 二種 は 他の 種の も 

のよりも 一 つ だけ 活用形が 少ぃ。 又、 前に 一 の 活用形 式の 中の 一 つの 活用形の 用法が、 他の 活用形 式 中の 或 活用形の 

m 法に 1:^ じと いったが、 これ も 略 完全に あてはま るの は S から g までの 諸 形式であって、 g と^とに は 完全に は 該當 

しない。 卽ち、 前に 述べた やうに、 一 つ の 活用形 は、 唯 I つの 用法 だけでなく、 多くの 用法 を もって ゐる のが 常で あ 

る。 各活 EE 形の もって ゐる 種々 の ffl 法に 於て 互に 略 完全に 一 致す るの は S から g までの 諸 形式であって (無論、 或 もの 

は、 二つの 遠った 活用形の 諸^ 法 を 一 つの 形に 兼、 ねて ゐ る)、 g  g の 二 極 は、 その 諸活 E 形の 有する W 法 は、 大概 他 

の Si の 形式の 活用形に 於て 之に 一 致す る もの を兑る 察が 出来る けれども， 他の 種の 形式の 諸 活用形の 有する W 法 中の 

或 もの は、 g§ の 二種の 活用形に は 見出されない。 その 著し いのは 助動詞に 綾く 用法であって、 他の 種の 諸 形式の 諸 

マ^ 用 形 は、 いろくの 助動詞に 績く爲 に 用 ゐられ るが、 g  g の 二種 は、 或 特種の 助動詞の 外. 一般に 助動詞に 附く事 

が 無い。 卽ち • この 二 © の活 ffl 形 は、 その 用法が 他の 種の ものに 比して 局限 せられて ゐ るので ある。 前に 述べた やう 

に、 形の 上から 兑て、 g は W 乃至^と よほど 違った 點 があって、 之と 1511^ せられ、 は、 S 乃至 g と 同様な 點が ある 

と共に、 また g に 近い 所 も あるので あるが、 用法の 上から みれば、 g が S 乃至^と 區 別せられ るの みならす、 § も s 

と 同様であって、 S 乃至 g と は 趣 を 異にし、 g 及び § の 二種 は s: 乃至 と相對 立す るので ある。  つ 

かやう に • 右に 擧 げた 種の 活用形 式 は 最後の 二つと 他の ものとの 問に 互に 遠った 點 があって、 全體が 二種に 大別 

される ので あるが、 最後の 二つの 活 ffl 形式 を 有する 語 は 所謂 形容詞で あり、 他の 諸 形式に 活用す る 語 は 動詞で ある。 
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それ 故、 之 を 形容詞の 活用 及び 動詞の 活用と 呼ぶ ことが 出來 る。 動詞 及び 形容詞の 活用の 中には、 それぐ 種々 の 「.= 

ml が あるが、 その I 式の 間の ま は、 單に 形の 上 だけの 奪あって、 用法に I ひ は 無い ので ある。 

次に 口語に 於て は、 純粹に 形の みから 兒た 活用の 諸 形式 は 

V  ai  U  e  o と 五つに 變 化する もの。 「行く」 「ある」 「死ぬ」 「思 ふ」 「立つ」 の 類。 

0 は 「行か-つ」 「おらう」 の 頻の發 音 に ..,c の と 見て、 助動詞 「う」 (o)LL つ.^  く 形と して-取扱つ わので ある 

X ほ、 外に、 「窗， つ」」 「取. T て」 「あ 1  れ」 「飛-^ た」 の やうな 所謂 音便の 形が わる。 

5?  a  i  U  e 訓 細と 六つに 活用す る もの。 「する」 g リの類 

ュは「；^;れる」 「；. T せる」 と 用 ねられる もの、 e は 「ぜ， ぬ」 「せ，.. -」 と 川 ねられる もの。 

6^  i  0  m  と 四つに 活用す る もの 。「くる (來 )」 

め i  g  S と 三つに 活用す る もの。 「見る」 「諧 る」 「起きる」 「下りる」 の 類。  一 

^  e  S と 三つに 活^す る もの。 「える」 「消える」 「述べ る」 の I 

> e  e 

^  § と 三つ に 活用す る もの。 「好い」 「白い」 「苦しい」 「淋しい」 の 類。 

以上 i である (これ は I の 文法に 於け る 口語 動詞 及び 形容詞の 雷の 謹と 一致す る。 ロ„ ば i の 形 謹の 活 m を 

1 丽と する もの も あるが、 ni けと し S れば不 尊き)。 これ， 中 3乃至§ はこれ ま 1 がすべ て. 

あるか 叉 は 尊で はじまる が、 の 尊 は i の 終の 子 f 合し 5i をな し、 日本 ，導 法で は 通き 

分離す I が出來 ない (仍 し、 S の 中の 「報" る」 r 悔， 5 る」 「用ゐ ざ、 g の 中の 「變 7 る」 「gf7 る」 つ f る」 「1* 


認の 用 
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ITS の 5i9  ffl 

る」 「越 刈る」 「燃^る」 などの i  e は、 それだけで 獨 立した 音節 を 作る。 これ だけ は 例外で ある )o 叉、 S の 類に は、 

助詞 「て」 動詞 「た」 につく に は 所 iii 音便に なった 形が 常に 用 ゐられ るが、 これ は、 他の 活用形と 比べて 見れば、 

行く  ik-a  ik;-i  ik-u  it;-e  iic-o  It(-ta) 

立 つ  tat-a  tat(sll)-i  S^MV^  tat.e  tat-o 

飛ぶ  tot>-a  toh-i  tolj-u  tobe  tob-o  ton(-cla) 

0/\  rak-a  ka.k-1  J<ak，.a  だ ak-e  kak-o  kal(-ta) 

の やうに、 語：^ の 後の 子音と、 語尾と が 融合して iHil 別し 難くな つた もので、 これ もや はり 語幹と 語尾と を 分離す る 

islf が出來 ない ものである。 之に 反して S: の 類の ，語 尾に は、 子音で 初 まる ものが あり (母 音 で はじまる もの も あるが)、 

その.！^|^:1^は何れもそれだけで音節を構成して、 語幹の 部分と 發昔上 分離す る蔡 が出來 る。 かやうな 點で、 g の 類 は 他 

の の ものと- R 別せられ る。 

次に 各お S 形の 用法 を？ へて 見る に、 同じ 活用形 式に 屬 する 語の 諸 活用形 は • その 用法に 於ても 一致す る。 遠った 

種 類の 活 川の 活川形 を 互に 比較す ると、 用法 を 同じく する ものが あるので あって、 一 つの 活用形で、 他の 種の 活 W 形 

式の 二つの 活川 形の m 法を號 ねて ゐる もの を、 同じ 形ながら、 假に 二つの 活用形と ：11^ 做せば、 あらゆる 形式 を 通じて 

同 數の 活用形が あると 兑 得る こと は、 文.！^1?と同様でぁる。 活用形の 數は、 右に 擧 げた 表に よれば、 ②の 形式が 最多い 

が、 その 用法の 上から ID- れば、 これに は S の 0 に 相 等す る ものが 缺 けて ゐ るから、 之 を 加 へれば 七と なり、 更に 5： の 

類に 於て、 「て」 に續く 時の 昔 便の 形が 擧げ てない 故、 之 を も 加 へれば 八つと なる 啓で ある。 卽ち、 各活 ffl 形 を その 主 
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な 代表的な ffi 法に よって 擧げれ ば、 

( 一 ) 打消の 「ない」 に 續く形 11 未然形 (第 一 ) 

(一 一) 打消の r ん」 に 核く 形 11 未然形 (第 I 一) 

(三) 受身の r れる」 r られ る」 使役の 「せる」 「させる」 に 續く形 11 未然形 (Is 三) 

(g:) 屮止 法の 形 11 述 W 形 

(五) 文 を 終止す る 形 11 終止形 • 連體形 

(六) 「ば」 に 續く形 11 假 定形  ノ 

(七) 未来の 「う」 「よう」 に 繽く形 11 未然形 (第 i;) 

(八) 「て」 に 續く形 —— ( 11 ) 

右の やうに、 從來の 未然形が 叫つ に 分れ、 終止形と 速體 形と がー つに なり、 命令形 はなくな り. 別に 新な 活用形 (^ 

段活 ffl では 音便になる ものに あたる 活用形) が 加 はるので ある。 

右の やうな 沽用 形の 立て 方に つ いて は 異論 も あらう。 今、 なるべく 形の 違つ；： もの.^ 多く 取って、 文： おに 於け ると！： 樣. の 方法 

で 活用形,^ 立てて 見れば 右の 如くなる ので ある。 赏用 的の 取扱と して は、 もっと 便 {mj な 方法 も わらう。 

口語の 活 5- の 諸 形式に 於て、 右の 諸 活用形と 用法 上 同等と 認められる もの を 略 完全に 具備して ゐ るの は S から g ま 

でであって、 、g だけ は ( 一 ) から (三) までに あたる 活用形な く、 (八) の 中の 過去の 助動詞 「た」 につ く 川 法、 及び (七) 

卽ち 未來の 助動詞 「う」 にっ^く 用法 を 有する 本来の 活用形 も 無い (この場合に は 所謂 形容動詞 を S ゐる )o 之 は、 つま 

語の 括 用 
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Si の活 m 

りこの 活 w 形式の， 語 (卽ち 形容詞) は 助 動 fl の 大部分に は 底 接連續 しないからで ある。 かやうな 點 でも、 g の 活用形 式 

は 他と 途 つた 點が あるので ある。 さう して、 g: の 活用形 式 を 有する 語 は 所 形容詞に あたり、 ^以外の 活用形 式 を 有 

する； S は 動：！ にあた る。 それ 故 •  ロ|^1の活用の諸形式は之を形容詞活用と動詞活用とのニっに大別する裹が出來る。 

以上の 觀察 によれば、 活川 する 語の 活用形 式 は、 純粹な 形の 上から と、 各 活用形の m 法の 上から 見て、 文語で は 十 

一 極、 ロ；^^1では六種ぁるのでぁって、 その 中、 文語で は 二種、 口語で は 一 種 だけ は， その 形の 上から も m 法の 上から 

も 他の 穩の ものに 比して 著しい 相 遠が あるので ある。 さう して、 この 相違 は、 卽ち、 動詞と 形容詞との 活用の 相違で 

ある。 さう して， 励 _1 又は 形容詞の 活用 中での 種々 の 形式の 遠 ひ は、 た 形の 上 だけの 違 ひであって、 用法 上の 相違 

では 無い。 

【獨 立せ ぬ 曾 M 率 位の 活 川】 次に、 獨立 し^ぬ 言 語單 位で 活用す る もの は、 助動詞 及び 接尾 辭 である。 活用す る 接 

が附 いて 出 來た獨 立し 川， 5 る 首 語 位 は卽ち 活用す る， ぱ i (動詞 形容詞) であって、 その 活用 は、 獨立 する 語と 同じ こ 

とで ある。 之に 反して 助 動！ 1 は、 活用に 於て 多少 特^な ものが ある。 

まづ活 川の 形に ついては、 助動詞の 活用形 式 は、 前に 擧 げた 獨立 する 語の 活川 形式の 何れ かと 全く 同 一 な ものと、 

さう でない ものと ある。 

獨立 する 語と 活 W 形式が 全く 1： 一 でない ものに は、 獨立 する 語の 活^形 式と じ 形式で- たビ その 中の 或 活用形が 

缺 けて ゐる ものと、 或 獨特な 形式 を 有する ものと が あり、 叉、 唯 I つの 形し かない もの も あるが、 これ 等 は、 唯、 形 

のみ を へたので は 正しく 判斷 する 察が 出來 ない のであって、 是非、 各の 活用形の 用法 を考 へなければ ならない。 
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助動詞の 备 活用形の 用法 は、 助動詞に よって 様々 であって、 使役 や 受身の 助動詞の やうな もの は、 その 活 m 形式 も、 

獨立 する 語のと 全く 同一 であり、 各活 m 形の ffl 法 も、 之と 略 一致す るが、 他の 助動詞 は、 その 活用形の m 法が 狹 くし 

て獨 立す る 語の 各 活用形の 有する 用法の 中の 一 部分 だけし かもって ゐな いものが 少 くない (文語 完了の 助動詞 「ぬ」 の 

速 S 形 「に」 は、 中止 法に は 用 ゐられ す、 口語 打消の 速 S 形 「す」 は 助詞 「て」 に 絞かない など)。 叉、 獨立 する 語の 或活 

m 形の 用法と 部分的に でも 一 致す る 活用形が 全く 見出されな いもの も ある。 

獨立 する 語の 活用形の 用法の 一部分 だけにし か 一致し なくと も、 ともかく 一致す る 活用形が あれば、 之 を じ活川 

形と 見なし、 一致す る 用法 を 有する 活 m 形が 全く 無い 場合に その 活闲 形が 缺け たものと して、 助 動 一  1 の 川 形 を獨立 

する， 語 ひ 活用形 式の 一 々の 活用形と 比較 すれば、 はじめて、 獨立 する 語の 或 活用形 式と 全く 同一 であるか、 その 或活 

用 形が 缺 けて ゐ るか、 叉は獨 立す る 語に ない 新しい 活用形 式で あるかが 明かになる ので ある。 

助動詞の 中には、 只 一 つの 形し かもって ゐな いものが ある。 文語の 「じ」 「らし」、 口語の 「う」 「よう」 「まい」 など。 

これ 等 は 語形 變 化の 無い ものであるから、 活用の 無い ものと して、 助動詞と せす 助詞と Is- る 文法 舉 T タ さへ あるので あ 

る。 なるほど、 かやうな 考方は 形 だけから れば尤 である。 しかし 用法に ついて 考 へて 見れば、 文 Si の 「じ」 は 文 を 終 

止す る 場合に 用ゐる 外に、 「いくよし も あら d わが 身」 の 如く、 體 言に 續く爲 にも 用 ゐられ て、 その 用法 上、 獨立 する 

語の 活用形 式、 例へば 前に 擧 げた の U と g との 二つの 形 (終止形と is: 體形) に相當 する ものと 認められ、 「らし」 も 終 


止に 用 ゐられ る 外に、 「雪 消の 水ぞ今 まさるら し」 と 「ぞ」 を 受けて 文 を 終止す る 場合に 用ゐ、 又 「ぬき 亂る人 こそ ある 

^ し，」 の やうに 「こそ」 を 受けて 文 を 終止す る 場合に も^ ゐられ て、 その 用法 上、 獨立 する 語の 活川 形式、 ②の U と W 

語の 用 
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語の s  ffl 

と g の 三つの 形 (終止形 • 速體形 • 已然形) に相當 する ものと 認められる 故、 形 は 一 つで あっても * 用法 上 二つ 又は 三 

つの 活 m 形が ある ものと 見做すべき であり、 その他の 活 m 形 は 無い が、 助動詞に は 活用形の 缺 けた ものが 少 くない か 

ら、 やはり、 これ 等 も 活用が ある ものと 見るべき である。 

口語の 「う」 「よう」 「まい」 は、 これ も 一つの 形し か 無い が、 その 用法 は、 文の 終止と して 用 ゐられ る 外に * 「あら 

引 iEi- か ある ST 事 か」 「何 か 霄 は^ものなら」 「承知し.^ 害が 無い」 の 如く 體言 につ く 場合に も用ゐ られ、 「し 

けれども」 「ある ^ が」 「私 も 行か 引し」 「そんな 事 も あるまい から」 の やうに 「ども」 「が」 「し」 「から」 などの 助詞 

にもつ 1- くので あって、 これ 等 は 用法 上、 口語の 獨立 する 語の 活用形 中の 一 つ (終止 速體 形) に相當 する もので あり、 

助詞に は、 文の 終止に 用ゐる もの はあって も、 その外に かやうな 用法 を 具へ てゐる もの はない から、 これ は 助詞で は 

なく、 やはり、 或 活用形 式屮の 一 つの 活用形と 認む ベく、 その他の 活用形 は缺 けた ものと 見るべき である。 

つまり 活 川と いふの は、 語に 種々 の 附羼的 意味 を 添加し、 叉 種々 の 助詞 助動詞への 接續を 示す 爲の 語形 變化 であつ 

て、 一々 の 形 は， その 語に 加 はる 種々 の附屬 的の 意味 やその 語から 種々 の 助詞 助動詞への 接續の 一部分 を それぐ 分 

擔 して ゐる もので、 その 分擔は 活用形 式の 相違に か- - はらす、 あらゆる 活用形 式 を 通じて 一定し、 整然たる 體系 をな 

して ゐる。 それ 故、 或 極の 活用形 式の 中、 或 形が 缺 けて 全部 整 はない 事が あっても、 その 形の 用法 を！ 13- れば、 いかな 

る 部分 を 分！^ して ゐる ものが 存し、 いかなる ものが 缺 けて ゐ るかが、 全 體の體 系から 推して 知られる ので ある。 それ 

故 * 只 一 つの 形し か 無く、 それだけ では 語形 變 化と！ 2- られ ない もので あっても、 その 用法から 見て 活用 體系 中の もの 

と 認められる もの は • やはり 活用の 一 部で あると 見て よいので あり、 その 語 は 活用 するとい つてよ いので ある。 
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この やうな の は、 極端な 特殊な 場合に 過ぎない。 しかし、 實際 かやうな 場合が ある を考 へる と、 に报 げた 活用 

の說明 は、 次の 如く 訂正す るの が 正しから うと 思 はれる。 

活用と は、 語に 附屬 的の 意味 を 添加し、 又は 語に 獨 立し 得ぬ 語を附 けて 或 意味 を 添加す る爲の 語形 變 化の 體 系で 

ある。 

三 品 詞の 分類 

〔一〕 品詞 分類の 標準 

,語( |31;^11)を文法上 の 性質に よ つ て 分類した もの を 品詞と い ふ。 その 分類 は 何 を 標準と する か。 

從來 品詞 分類の 標準と して 擧 げられ てゐる もの は 三つ ある。 一 は 語義、 二 は 語形、 三 は 職能で ある。 さう して、 こ 

れ 等の 一 つ だけによ つて は 分類が 出來 す、 これ 等 を 併せ 用ゐ てはじめて 分類が Si 來る やうに 說 かれて ゐる。 

まづ これ 等の 標準に ついて 考 へよう。 

語義と いふの は 語の 表 はす 意味で ある。 語の 表 はす 意味 は 秘 々様々 であって、 殆ど 一 切の jsis^ 物 を 含んで ゐる。 それ 

の 分類 はいか やうに も出來 る。 昔からの 辭 書に 見る やうな 天文 地理 歳 時 動物 植物 以下の 分類 も、 語義に よる 分類で あ 

る。 その他、 具體 的の ものと 抽象的の ものと にわけ る 事 も 出來、 物質的の ものと 精神的 又は 心的の ものと にわけ る i$ 

も出來 よう。 しかし、 言語 は單に 意味 だけで は 成立た す必す 形が 伴 はなければ ならない。 それ 故、 かゃぅな^！：！^味ト：の 

分類 は、 何 か 言語の 形の 上に あら はれた 一?!： 別によ つて 支持せられ るので なければ、 言語 研究 上の 問题 にならない。 さ 


a  の 分 

うして、 言>語 の {i;:^ 味の 類別の やうな もの は、 主として 人の 心の中 に^する ものであって、 他人が 直接に 觸れて 知る 事 

が 出來る もので はなく、 何 か 形に あら はれた ものに よって 間接に 推知す るより 外、 之 を 知るべき 手段 はない。 

次に； S 形に ついて 考 へよう。 Si の 形 (昔 义は 文字に あら はれた もの) はまた 千 差 萬^で ある。 これ もい ろくに わけ 

る iel- が出來 る。 例へば 最初の 音 (又は 文字) の 異同に よって 類別す る 事 も 出来る (發音 引 や 假名 引の 辭書は 現に かやう 

な 方法 を 採^して ゐる )o 又 最後の 音 (又は 文字) の 異同に よって 類！^ する 事 も 出來る (英語の 韻 引の 辭 書に かやうな も 

のが ある。 支那の 額 書 や 佩 文 額府の やうな もの も、 この種の ものと 兑る 審 が 出來る )o 又 語形 變 化の 有無に よっても 

分ける ie! が出來 る。 これ 等 は 純粹に 語の 形に よる 分類で あるが、 その 中の どんな ものが 文法 上必耍 であるか は、 その 

形の 異 11： が、 文法 上 必要な 意味 上の 區別を 表 はす かどう かによ つて 決定し なければ ならない。 普通に、 活用の 有無 を 

以て 1£1： 別す るの を 形に よる 分類と 考 へて ゐる やうで あるが、 前に 述べた やうに、 活用 は單 なる 語の 形の 變化 ではな 

く、 語の意味に 關 係した ものである。 決して 純 粹に形 だけの もので はない。 

次に 職能と いふの は、 語 が 或 役 ほ をす る 事であって、 通常、 主語になる とか 述 になる とか、 客，^|-或は補，語になる 

とか、 修飾語になる とかい ふやうな jcj をい ふ。 主語になる とか 述語に なると. かいふ やうな 褰は、 その が 他の 語 に對 

して その 意味 上 或 31 係に 立つ ことであって、 言語の 意味に 關 した 蔡 である。 しかし 意味と いっても、 #： 通 一 1 の l^g の 

意味と いはれ てゐる ものと は 幾分 遠った 性質の ものであって、 他の 語と 結合す る 上の 意味で、 一 々の 語の意味に 附隨 

する 附. 的の 意味で ある。 かやうな 附屬 的の 意味 は、 遠った 語に も 同様に 附隨 すると 共に (「山」 「私」 「それ」 などが、 

共に 主 Si となり 共に 客語と なるな ど)、 同じ 語に 種 々の 違った 意味が 附隨 する 事が ある (「山」 が 主語に なると 共に 客 
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語に も 修飾語に もなる 類)。 さう して， かやうな 意味 は、 或 場合に は 特別な 語 を 加へ て (「山お.；： 问ぃ」 「山.：；^！^ る」 「山 

, ^頂」 の やうに)、 或 場合に は 活用形に よって (「廣 河」 r 廣 える」 など)、 或 場合に は l^i の顺 によって (「拍！.； ；」 

の やうに) 表 はされ るので あって、 之 を 表 はす 手段 は 様々 であるが、 とにかく 言語の 形の 上に あら はれて、 外から 感 

知し 得べき ものである。 

主語 •， 述語 • 客， 語 • 補- S . 修飾語な ど は、 文の 成分と いはれ てゐる ものであるから、 職能の 遠 ひに よって を わけ 

るの は、 文 構成 上に 於け る Si の 性質の 相違に よって 分類す る 事と なる ので ある。 

語が 直に 文 を 構成す ると 見る のが 正しい かどう か は 問題で あると しても、 語と語とが結合して；^§ょりも大きな^!.位 

を 構成す る 場合に 於け る 語の 性質の 相違 は、 文法 上 甚だ 大切な ことで あるから、 右の やうな 分類 は、 文法 上 必要な こ 

ととい はなければ ならない。 

〔二〕 詞と辭 

語が 結合して、 語より 大きな 言語 單位を 構成す る 場合に ついて 考 へて 見る に、 前述の 如く、  _s は 文節 を 構成す る si 

位で ある。 その 場合に、 一 つの 一語で 文節 を 構成す る 事と、 二つ 以上の 語で 文節 を 構成す る^とが ある。 

前に 述べた 如く、 語に は、 單獨で 文節 を 構成す る ものと、 《：5 に 他の 語に 伴 ひ 之と 共に 文節 を 作る ものと ある。 S 小獨 

で 文節 を 作る もの は、 それだけで 獨 立し 得べき 語であって、 前に 第 一 種の 語と 名 づけた もので あり、 《；sに他の；^liに伴 

つ て 文節 を 作る もの は獨 立し ぬ 語であって、 前に 第一 ー種の；^|1と名づけたもの(助詞助動_1の類)でぁる。 この 二種の 

別 は、 從來の 文法 家 も 大概 之 を 認めて ゐ るので あって、 詞 と辭、 又は 獨立詞 と附屬 ^(三 矢 氏の 高等 日本文法) などの 


品 J:- の 分^ 

名に よって これ を 一?|： 別して ゐる。 しかし、 これまで は、 多く は その 意味 を、 王と して この 區^ をみ とめて ゐ るので ある 

が、 ； 述の 如く、  ^一種！^ 二種の 刖は、 それだけで 前後に 切れ目 をお いて 發音 する iej が出來 るか (卽 ち獨 立す るか) 否 

かによ つて {儿 まるので あって、 形の 上から も 明瞭に IhM 训屮 Z 來 るので ある。 今、 第一 種の 語 を詞、 第二 種の 語 を 辭と名 

づけよう。 

さ-て 文節 は、 一 つ 叉 は 二つ 以上の 語で 構成せられ るが、 一 つで 文節 を 構成し E むる のは詞 であって、 辭は 決して 單獨 

で 文節 を 構成し ない。 一 一つ 以上の 語で 文節 を 構成す る 場合に は、 必す詞 に 辭が附 くので ある (辭は 二つ 以上 重なって 

附く is!- が ある)。 卽ち、 ，1 は 文節の 構成に は 常に 必要であって、 文節の 中心で あり 根幹と なる 意味 を あら はし、 辭は 

之に 附， € 的の 6^ 味 を附け 加へ るので ある。 

右の 如く、 文節 構成 上の 性質の 違 ひに よって、 語 は 詞と辭 とに わかれる。 詞は單 獨 で 文節 を 構成し 得べき もので あ 

り、 "1 は 常に 詞に 伴って 文節 を 構成す る ものである。 

〔三〕 文節の 斷續 

文 は 一 つ 又は 二つ 以上の 文節から 成る。 文 は 前後に 音の 切れ目が あるが、 我が！： 語で は、 最後が 言 ひ 切りと なる の 

が $5 である。 それ 故、 正常の 文に 於て は、 一 の 文 を IS 成す る 文節の 巾、 最後の もの は- 言 ひ 切り (斷 止) の 文節で あつ 

て、 意味が そこで 切れ 止まって 他に 續 かない。 

二つ 以上の 文節から 成る 文に 於て は、 その 文節 相 亙の 問に は必 意味 ト： の 聯關が ある もので、 それでこそ、 それ 等の 

文節の 意味が すべて 一 つに 纏まって、 文になる ので あるが、 しかし、 それ 等の 諸 文節の 間の 關係 は、 必 しも 一 様で な 


く、 一の 文節の 意味が 直接に 他の 文節に っ^いて その 文節の 意味と 結合す る ものと、 他の 文節と は 唯 間接に しか^か 

ない ものと が ある。 例へば、 


私 は I 昨日 一 友人と 一 丸 t! へ 一本 を 一 贾 ひに 一 行きました。 

の 例に 於て 「私 は」 「昨 曰」 「友人と」 「丸 善へ」 「買 ひに」 の 各 文節 は、 それぐ 直接 「行きました」 に 紐く が、 それ 等 

相互の は 直接に 續く事 はない。 しかし Sir 行きました」 につ くが 故に、 ^接に は 聯關が ある。 又、 「本 を」 は ri::; ひ 

に」 に 直接に 續 くが、 その他の 文節と は 直接に 續 かない。 しかし、 「買 ひに」 は 「行きました」 に 續 く 故、 「行きました」 

と 間接に 績き、 隨 つて 「行きました」 に 續く諸 文節との 問に も 間接の 聯關が ある。 かやう にして、 すべての 文節の ^1な 味 

が 結合して 一 つになる ので ある。 

今、 甲の 文節が 乙の 文節に 直接に 述績 して、 兩 者の 意味の 結合す る 場合に、 甲が 乙に 「綺 く」 と 云 ひ、 乙が B- を 「承 

ける」 と 名 づける 寧と すれば、 一 つの 文 を 構成す る 文節 は、 言 ひ 切りになる か 又は 續く かの どちら かであって、 一一 r" ひ 

切りの 文節 は 他に 緩かない のが #1 通で ある。 

直接に 速續 する 二つの 文節の 間の 「鑌 く」 「承け る」 の關係 は、 その 意味の 上から 兑て 種々 の ものが あり、 その f;^ ひ 

が 言語の 形の 上に あら はされ てゐ る。 「山^ 一  高い」 「山.；^ 一  兒る」 「廣， J 一  野」 「廣， 一 見える」 など その 例であって、 

主語と 述語、 客 ISii と 述語、 修飾語と 被 修飾語な どの 名 は、 これ 等の 承 接の 意味の 遠 ひ を isi: 別して 言 ひ あら はした もの 


o3 詞の分 額 

である。 

かやう に、 或る 文 を 構成す る 文節に は、 意味の 切れる ものと 續 くものと あり、 續 くもの の 中に も その 承 接の 關 係 は 

觀々 様々 の ものが あるが、 かやうな 文節の 斷綾ゃ 種々 の 承 接が、 いかにして 言語に 表 はされ てゐ るかと いふに、 これ 

に は 二種の 別が ある。 

一、 文節 それ 自身に は 之 を 示すべき しるしが 無く、 その 文節の 文中に 於け る 位 S とか、 他の 文節に 對 する 順序と 

か、 又は その 文節に 加 へられた 特殊の 音調と いふ やうな、 外的 手段に よって 表 はされ、 或は、 た^、 その 文 

節と 他の 文 との 意味から 推して 問 接に 知られる に過ぎない もの。 

二、 文節 自身に 之 を 示すべき しるしが ある もの。 そのし るし は、 「山， 5 一高い」 の 「山，？ J の 如く、 特^の ^^i が 加 は 

つた もの も あり. 叉 「高， J 一  山」 「高 d 一  見える」 の 「高， 5」 「高，^」 の 如く、  Si 形の 變化 による もの もあって 一 

様で ない。 

〔四〕 詞 の 分 類 

今、 右の やうな 文節の 斷 絞と 種々 の 承接關 係が、 その 文節 を 構成す る 語と いかに 聯關 して ゐ るか を 兑 るに、 

〔一〕 「行く」 「出 心 ふ」 「走る」 「白い」 などの ss、  Ji^m する， 語であって、 g: 々の 形 を 有し、 ss: 獨で 文節 を 作る 場合 

にも、 その 何れ かの 活用形 を. 1^ する のであって、 それによ つて 斷續を 示す ので ある。 これ 等 は、 また 「が」 「と」 「け 

れ ども」 「ば」 などの 辭を加 へ て、 種々 の 關係を 示す こと も出來 る。 

〔一 1〕 「山」 「川」 「私」 「これ」 r 1 つ」 などの 語 は、 それ 自身 斷續を 示すべき しるし を も たない もので， 單獨で 文節 
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を 成す 場合に は、 その 斷綾は 外的 手段に よって 示される。 これ 等 も 「が」 「に」 「を」 「から」 「より」 「は」 「も」 等の^ 

を 加 へれば、 斷續ゃ 種 々の關 係が 示され、 他の 語に 對 して 種々 の關 係に 立ち 得る ので ある。 しかし、 それ 自身と して 

は 斷續を 示さない。 

〔三〕 「きっと」 「多分」 「丁度」 「大 變」 「もっと」 などの 語 は、 それ 自身に は 特別の しるし を もたない が、 しかし、 

い つも 意味が 他に 續く 5； 勿 合に 用 ひられる のであって、 それだけで 文節 を 構成した 場合に も-. いつも 賴く jjij; を 示して ゐ 

る。 「並に」 「及び」 「さう して」 「だから」 など も、 亦 それと 同じく、 、ぃ つも 緩く 事 を 示して ゐる。 

〔w〕 「あ 、」 「お- U 「おや」 「はい」 「い \ え」 など は、 それ 自身に は 斷繽を 示す 特 S のしる し を もたない が、 g ゅ獨 

で 文節 を 作る 場合に は、 それだけで 意味が 斷 止して、 一 つの 文と なる 赛 が 出来る もの で ある。 もっとも、 「あ、 一お 

いた」 「お 一 さう か」 「はい I さう です」 「い- -ぇー 逮 ひます」 などに 於て は、 「あ、」 「お い」 「はい」 「い 、え」 は そ 

の 意味が 下の 語に 緩く けれども、 その 續き やう は、 極めて 漠然たる ものであって、 「非常に  一 いた」 「きっと 一 さう 

か」 などの 「非常に」 「きっと」 の續き 方と は 非常な 相 遠が あ. 却って、 「あ. -。 il! いた」 「お、。 さう か」 「はい。 さ 

うです」 「い、 え。 ちが ひます」 とい ふやうな 二つの 文と みても よい ほどで ある C それ 故、 この種の； おは 意味の きれる 

事 を 以て その 特徵 と兑 てよ いとお も はれる。 

以上 はすべ て詞に 靨す る， g である。 その 中に、 斷 續の關 係から 兑れ ば、 上に 述べた やうな ti 々の ものが あるので あ 

る。 卽ち、 

〔 1 〕 種々 の 斷續の 闕係を 自らの 形に よって 示す もの 


品？？ の 分類 

〔一 一〕 自らで は 斷續を 示さない もの 

〔三〕 IB  くもの 

〔s:〕 切れる もの 

二〕 は、 所謂お；； 3 に 馬す る 諸 語で あり、 〔二〕 は 體：ーーロ に屬 する 諸 語で ある。 〔三〕 は 副詞 接續 詞に屬 する 諸 語で あり、 

〔四〕 は 感動 ：1 に愿 する 諸 語で ある。 これ 等の 諸 品詞に 屬 する 語に は、 何れも、 右の やうな 性質 を もって ゐ るので あつ 

て、 これによ つて， 1 を 四つに 分ける iaj が出來 るので ある。 

この 中 〔一 X 二〕 〔三〕 は、 從來 の名稱 によって、 それぐ 用言. 體 1 一一 口. 感動詞と 呼び、 〔三〕 だけ は 之に あたる 普通の 名 

がない 故、 之 を 副 川 言と 呼ばう (副 用言の 名 は 鶴 田 常吉 氏の 日本 口語 法、 安田 喜 代 門 氏の 國 語法 概說 に：：： ル えて ゐる )o 

以上の やうな 詞の 分類 は- 文節の 構造 や、 文節の 斷續 をお へる に當 つて 大切な ものであるが、 しかしながら、 資際 

に 於て は 分類の 核 準と して 取った、 語の 斷續の 意味が、 幾分 漠然として 據り 難い やうな 感 がないで もない。 それ は、 

その Si の^す る 種々 の 職能から 抽象せられ たもので あるから である。 

文法 上で 職能と いふの は、 或 役 ：！！！ を するとい ふ 意味で あるから して、 語が 文節の 斷續 や、 種々 の 承 接 上の 關係を 示 

す 事 をす ベて 職能と 名 づける とすれば (無論 その 中には、 主語 や 述語 や 修飾語な どになる 場合 を 含んで ゐ る)、 或 一 つ 

の 語 は、 或 一 つの 文の 文節 構成の 耍素 として ffl ゐられ た 場合に は、 或 一 つのき まった 職能 を もつ ばかりで ある けれど 

も、 同じ；^：-が、 又 他の 文に 用 ゐられ た 場合に は、 又 違った 職能 を もつ 事が あって、 一 つの； g のい ろ/、 の 場合に 有ち 

る 職能 は、 かなり 多い 事が ある (「山」 は 主語と なり 補語と なり 修飾語と なるな ど )o それ を 示す 手段 は」 觔述の 如くい 


ろくあって、 その 爲に 他の 語 (助詞 助動詞な ど) を附 ける 事 も あるが、 かやうな 場合 を も 通じて、 いつも その に 伴 

ふ斷續 の意哝 如何によ つて， 語 を 分類した のが、 右に 描げ たもので ある。 しかし もし、 それが あまり 抽象に 過ぎる とす 

るなら ば、 もっと 具體 的に 一 々の 語が 有する すべての 職能 を 明かに して、 その 異 一:2 によって 語 を 分類すべき である。 

かやうな 方法で 分類す るに 當 つて、 據 るべき 原則 は大體 次の 如くで ある。 

一、 いろくの 場合に 於け る 種々 の 職能が じ もの は 同類と する。 種々 の 職能の 全部が  一^しな くと も、 大部分 

1 致して、 他の 類の 語の 職能と 1^ 別し 川， r へき もの も 同類と する。 

一 、 右の 如き 種々 の 職能が 全部 一 致しない もの、 叉 は 一 部分 だけし か 一 致しない もの は 異類と する。 

1、 或 類の 語 は 他 類の 語の 有する 種々 の 職能の 中の 或 一部分 を 有する のみであって、 その他の 職能 を If せぬ |ef が 

ある" その場合には、 或 職能 を 有せぬ 事が、 類別の 標識と なる。 

一 、 或 類の 語と 他 類の 語と、 各 その 有する 種々 の 職能の 中、 或 部分が 一 致す る ものが ある。 その場合には、 その 

類に はあって、 他の 類に ない 職能が 類別の 標識と なる。 

1、 語が 單獨で 文節 を 成す 場合に 有する 職能と、 他の 語と 北ハに 文節 を 構成した 場合に 有する 職能と は區^ してお 

ふべき である。 

】、 同じ 職能 を 有する 語で も、 之 を あら はす 手段が 違って ゐる もの は^ 別して 取扱 ふべき である。 

さて、 前揭の 分類の 結 菜 を この 標準に 照して 各 類の 特徵を もとめれば • 

〔一〕の類の語(用言)は、 語 單獨で 種々 の 職能 を 有し， それが、 活用に よって 示される。 之に 對 して、 他 額 は、 

品 JS の 分お 
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活川 なく、 々の 職能 を 有する もので も、 それ CI らで之 を 示すべき しるしが 無い。 摘 この類の 語の 特徴と 見る 

べき 職能 は、 ^堪獨で述：^！^となり得る事でぁらぅ。 他の 種の 語で も 辭の助 を かりて 述 一語と なる もの は あるが、 g 单 

獨で述 ；誥 となり 得る の はこの 類の みで ある。 

〔二〕 の 類の M (體言 ) は、 種 々の 職能 を 有する が、 他 類に 無くして この類に のみ あ る もの は 主語と な る |ej であ る 

(その 場合に、 口  gi では 特 別の 助詞 を 加へ るの が C めで あるが 文， S では 單獨で 主， となる 事が 多い )o 但し、 〔一〕 

の 類の _語 卽ち W 言 も、 主語になる 事が あるが、 用言に は 活用が あり、 體 言に は 活用が 無い 故、 この 點 で！？ il 別せ 

られ る。 

〔三〕 の 類の， S (副 fl. 接 續詞) は、 主 Si になる lef^ なく、 他の， 語 を 修飾し 又は 接續 する。 

〔四〕 の 類の- g (感動詞) は、 それだけで 文と なり る ものであって、 主語になる なく、 他の， S を 修飾し 又は 接繽 

する i$ もない。 又他の；^！-にょって修飾接續せられる事も無ぃ。 

かや、 つに して、 分類の 標準 は 前より は 一 1^ 具 體的 になった ので あるが、 之 を 組織 立てて 表に すれば 次の 如くなる で 

あらう 0 

活 W する もの— sal. 獨で述 詰と なる もの  用 言  . 

主 となる もの  體 首 

や：； n 卜  一 も ) 

y./,^ VC  『修飾 接 績 する もの 11 副 用言 

主；^！^とならぬもの 

一 修飾 接續 せぬ もの -— 感動詞 


之 を從來 普通に 行 はれた 品詞 別と 比較す るに、 (一 )m 言 は 動詞 及び 形容詞に あたり、 (二) 體言は 名訶代 名， W 數 に 

あたり. (三) 副 用言 は 副詞 接續， 1 にあたり、 (四) 感動詞 は 感動詞に あたる。 卽ち從 來の品 は、 この類 別 を： ぬに 細別 

した ものに あたる。 かやうな iHil 別 は、 文法 上必！ a であるかと いふに、 まづ W 言が その 活 W 形式 上、 動詞と 形容詞との 

二種に 大別し 得べき 事 は旣に 述べた 通りで あるが、 この 活用形 式 は、 單に Si の 形 だけの 事で なく、 その 形の あら はす 

意義に 11 する 事であって、 動詞に は 命令 を あら はす 形が あるに 對 して、 形容詞に は それが 無く、 動； 1 に は 各種の 助 動 

詞が附 くに 對 して、 形容詞に は 或 特種の 助動詞の 外は附 かないの であって、 これ 等 は その 語の 職能の^と いふべき で 

あるから、 職能から みて この 二種の 別が 認められる。 次に體言にぁたる名_1と代名ー1と數^^とは、 そ の^は、 m に； 

義の 相違に 基づく ものであって、 その 職能に 於て は 互に 區 別がない ji$ は、 旣に 諸家 も 論じた 所であって、 之 を す 

る 必要 はない。 次に 副 用言に 屬 する 副詞と 接續詞 との 間の 差異 は、 一 は 修飾し、 一 は 接 Jg するとい ふ點 にある。 接 

すると は、 前の 文、 又は 語の意味 を 承け て、 之 を 後に 來る語 や 文に 續 ける ものであって、 これによ つて、 前の 文 や， ¥i 

と 後の 文 や 語と が どんな 關 係で つながる か を 示す ものである。 かやうな 職能 は、 活用形 (たと へば、 中止 法の 如き は、 

その 用言の 意味が 下の 語 に對 して 對 等の 關 係で つ-ながる こと を 示す) や^ (體 言に つく 「と」 •  m 一一 n につく 「ば」 「けれ 

ども」 「が」 など) に は ある けれども、 詞には 他に 無い ので ある。 接續詞 はか やうな 接續を 示す もので、 しかも、 その 

爲に のみ 一 つの 文節と して 加 はるの は、 その 特異な 點 である。 それ 故、 副 用言の 中、 副詞と 接續 _1 との 一 R 別 は 認めな 

ければ ならない。 .fi- に 感動詞 は 通の 品詞の 感動詞に あたる ものである。 

以上 從來齊 通行 はれる 諸" 2 詞と 比較した ので あるが、 こ、 に 問題と なる の は 從來の 諸 口  S 詞で あらゆる-?? の 分纽 

品詞の 分 IS 
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が IS されて ゐ るかと いふ ことで ある。 換言すれば、 從來の 諸 品詞の 何れに も 入れる 事が 出來 ない， § が 5^ されて ゐ ない 

かの 题 である。 その 一 つと して 所謂 形容動詞が ある。 これに ついては、 形容動詞 を 一 語と して 取扱 ふべき か、 叉 は 

分解して 二 語と 兌るべき かが 問題に なり、 もし I 語で あると すれば、 無論 用言に 入れるべき であるが、 用言の 中、 動 

詞と晃 るべき か、 形容詞と lE^ るべき か、 叉 は 動詞 形容詞 以外の 新な 品詞と 見るべき かが 問題と なる。 この 事に ついて 

は^に 論す る こと.^ して、 こ、 に は 委しく 述べない が、 私見に よれば、 所謂 形容動詞 は 一語と 見るべき であり、 文語 

に 於て は、 動詞 形容詞と 對立 する ものと 兑て もよ いが、 現代 口語に 於て は、 「白から う」 「白かった」 の 類 は 形容詞の 

活用形と 兑て、 形容詞の 活 W 形式に 入るべく、 「靜か だ」 r 靜 かな」 の 類 は、 特殊の 活用 を 有する が、 その 活用形の 用 

法 や 助 動. 1 との 接綺 など 職能の 上に 形容詞と 特徴 を 同じう すると ころが 多い から、 特殊の 形容詞と：；：：^ る 方が よから う 

とお も ふ。 

に、 「この」 「その」 「あの」 「かの」 「どの」 など は、 「こ」 「そ」 「あ」 「か」 「ど」 に、 助詞 「の」 の附 いた ものである 

が、 「こ，」 「そ」 「あ」 「か」 「ど」 は、 口語に 於て は 決して それだけで 文節 を 構成す る ことなく、 獨立 しない 語で あるつ 

それ 故、 これ を 1^ 語と 認める こと は出來 ない。 さすれば 之に 「の」 のつ いた 「この」 「その」 「かの」 「あの」 「どの」 を I 

|^|川と見なければならなぃ。 叉、 「ある」 (或) は、 もと 動詞 「有る」 の連體 形で あつたが、 後に その 意味が 特殊 化して 「或」 

の義 となり、 その 意味で は 「ある」 の 形 だけが m ゐられ て、 他の 活 W 形 は 用 ゐられ ない 。「いは ゆる」 「あらゆる」 は、 そ 

れぞれ 「言 ふ」 ri^ る」 に 古い 受身の 助動詞 「ゆ」 の 速體形 「ゆる」 がつ いた ものであるが、 後に は 「ゆ」 とい ふ 助動詞が 用 

ゐられ なくなって その 原義が 忘れられ、 「いは ゆる」 「あらゆる」 の 形 以外 は 用 ゐられ す、 活用が あった 事 も わすれら 


れ、 「あら」 「ゆる」、 「いは」 「ゆる」 の 一 一語の 合した ものと も 感ぜられ なくなった。 これ 等 も常然 一 i^i と 取扱 はるべき 

である。 

かやう に、 以上の 諸 語 は、 少く とも 現代の 口語に 於て は 一語と 兑 るべき ものであるが、 しからば、 いかなる 品詞に 

屬す るかと いふに、 これ 等 は 何れも、 何時も 他に 續く 語で ある。 その 職能 は 常に 修飾語と して 川ゐ られ、 、王 として 

用 ゐられ る 事が 無い。 かやう に、 速續 の關 係から！ n 凡ても、 職能から 見ても、 共に 副 用言に 馬すべき ものである。 然ら 

ば 副 用言 中 如何なる 位置 を 占める かとい ふに、 この種の， S は 常に 他の 語 を 修飾す る もので、 接綺 する もの でない 故、 

この 點に 於て 副詞と 同種であって、 接 繽詞と は 性質 を 異にする。 しかるに、 從來の 品詞と しての 副訶は 用言 を 修飾す 

るの がその 特質であって (勿論、 他の 副詞 を 修飾す る もの も あり、 叉、 時として 「すこし 前」 「や、 右」 の やうに 體言を 

修飾す る もの も あるが、 それ は 副詞 中の 或る 一種、 卽ち 程度 を あら はす 副詞の 特質であって、 副詞 全部に 通す る 性質 

ではない。 さう して これ 等の 副詞 も、 用言 を 修飾し 得る 1$ は 他の 副詞と 同様で ある)、 この 穩の， 訝が いつも 體  一一 一一：！ を修 

飾す るのと 性質 を 異にする。 さすれば この種の もの は、 從來の 品詞に は何虚 にも 入れる 靡が 出來な いのであって、 こ 

こに これ 等 を 以て 一 品詞 を 立てなければ ならない。 今、 松 下 氏の 說 によって、 之 を副體 il と 名 づけよう。 この 副 

は、 右の 如く、 副^ 言の 中の  一介であって、 他 を 修飾 するとい ふ點で 副詞と じく、 副詞が 用言 を 修飾す るに 對し 

て、 常に 體ー頁 を 修飾す る 點で 副詞と 相 並ぶべき ものである。 

かやう に、 從來行 はれた 諸 品詞の 大部分 は、 之に 副 體詞を 加へ て、 品訶の 細別と して m ゐ うべき ものである。 

かやう にして 詞に屬 する 語の 品詞 は 次の やうになる。 

. 品 詞 の 分 
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glj 數代名 形 動 

一 るみ 

す' i] 詞 詞詞詞 ぼ 


Ji^w する もの 11 單獨で 述^と なる もの. 


命令形 ある もの 

命令形な きもの- 


主； 誑と なる もの 


Jisw せぬ もの 


主- S とならぬ もの 


修飾 接 續—^ 一 ぼ- 1 

する もの -^eilcrlp 


飾修接 綾， 

せ 5： もの 


修飾， する もの- 

枝續 する もの 


用霄 修飾す る もの 

體言, ^修飾す る もの 


：  一一 一一 3 

- 接續詞 

—感動 P 


以上の- 1 の品訶 分類 は、 所謂， S 義 によらす して、 職能に よった ものである。 そこで、 以上の 如く 分類 せられた 各お 

詞の l^i 缝 について T%. - へて 兌よう。 

ま づ體ー 百に 嵐す る ss-^i は 何れも 物 を 表 はす ものである。 その rM: 容は、 赏 體も あれば 屬性も あり、 叉關 係な ども あ 

るが、 すべて、 ii^. 物と してお へられた もの を 表 はす。 その 名 づけ やう は、 或る 個體 を、 その 有する あらゆる 個性と 共 

1§ 性と を ひっくるめて 一 つに して あら はし、 從 つて 他の 個體に 通用 出來 ない もの も あり (所謂 固有名詞)、 或 種に 腸す 

る 各個 體の通 S= 性に 對 して 名 づけた もの も あり (普通名詞)、 叉、 その 實質 如何 を 問 はす、 話者の 立場から 之 を 指して 

名 づけた もの も あり (所 IS 代名詞)、 又、 數 とい ふ點か ら兑て 名 づけた もの (所謂 數詞) も ある。 しかし、 かやうな 151:^ 

は、 之 を はす 一： 「リ 語の 上に 之に 對應 すべき： 刖 がない ので あるから、 文法 上必耍 のない ものである。 

-h- に win に^する^. 冗 i は、 性 を あら はした ものであるが、 唯屬性 だけ を あら はした Q でな く、 その！^ 性が あると 


いふ 事、 叉 は 或 物が その 屬性を 有する とい ふ 事 を 示す ものである。 用言に 叙述 性が あると いはれ るの は、 この 事 を さ 

すので ある。 用言の 中、 動詞 は、 時 問 的に 變 化する 屬性を 或 時 有する 事 を 示し、 形容詞 は 時 問 的に 變 化しない 在 的 

の 屬性を 有する 察 を 示す のが #3 通で あるが、 しかし、 動詞の 屮 にも 「ある」 の 如く、 その 11::^ 味から れば形 { 芥 ，1 と 別 

出來 ない もの も ある。 又 形容動詞 は、 その 意味 は、 形容詞と 1:^1 である。 

副 用言に 屬 する 諸 語 は、 何れも、 屬性 又は 關係を 表 はす ものであるが、 常に 他の 語 を豫 想し、 その 意味に 依：：^ する 

ものである。 その 中、 副詞 は 用言 を、 副體 詞は體 言を豫 想し、 その 意味に 依存す る。 接續訶 は、 前の文又は；^^川の意味 

を 承け て 後の 文 又は 語に 續 ける もので、 その 間の 關係を 示す ものである。 

感動 ：1 は、 感動の 情 を 表し、 叉 は 應答を 表 はす ものであって、 その 內容を 分析せ すして、 $1 合せられ たま 、に：：： •：！ ひ 

表 はす ものである (例へば、 「はい」 は 「それ は その 通り です」 「い、 え」 は 「さう では ありま せん」 「おや」 は 「これは^ 

だ」 の やうな 意味 を その ま k 分析せ すして 表 はす)。 

かやう に 語義から 见て も、 大體に 於て 各 品詞の 特徵 はわ かれて をり、 又、 それぐ の 口  ill が、 々の 職能 をお し 

て、 他の 語に 對 して 種々 の關 係に 立ち 〔むる の も、 根本に 於て は その 語 読に 基づく ので あるが、 しかしながら、 時と し 

て 品詞の 分類 は必 しも 語 の 一 に 一 致しない 事が あお、 賢 際 上の 取扱から て も、 |^!1^^を^準とする時は， 瞹眯で 

あって 不確資 な 事も少 くない。 これ はつ まり 語義の 類別 は、 心中に 存 する ie^ 赏 であって、 他から 之 を 直接に 知り 難い 

爲 でも あり、 叉 言語 は俾統 的の ものであって、 必 しも 論理的で ない 爲 でも ある。 それよりも、 形の 上に あら はれた 職 

能に よる 方が 明瞭で あり 正確で ある。  . 
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»8  !S の 分類 

〔五〕 辭の 分類 

^(附 HM) は獨 立し 得ぬ 語であって、 ^に 他の 語 (卽 ち詞) に附屬 して 之と 共に 文節 を 構成し、 その， g 形 又は 意味 を 

以て 文節の 斷續 に關與 する。 

辭 は^に 詞に 伴って 文節 を 構成す るので あるが、 その 場合に、 辭が 如何なる 詞に伴 ふか を 見る に、 ^に は、 (甲) 或 

類の 詞に のみ 附 いて 他の 種の 詞に は附 かない ものと、 (乙) 色々 の 種類の 詞に附 くものと ある。 (ra.) に は 

( 一 ) 體霄 にの み附 くもの 11 口 では 「が」 「を」 「に」 「へ」 「と」 「から」 「より」 「で」 など。 但し、 この種 の^は、 

川 言の 連體 形に 附く 察が ある。 「行く がよ い」 「思 ふに， 住せぬ」 「聞く.^ 見る d は 非 《：？ にち がふ」 「家 を 

るまで」 「行く よ^ 仕方がない」 など。 又 「行く の： g 困難 だ」 「行く のお 兒た」 の 如く、 他の 助詞 を 受ける 褰も ある。 

しかし、 これ 等の 場合 も、 その 活用形 又は 助詞に 體 言の やうな 意味が あるので あるから、 體 言に 附く 場合と 同等 

の ものと てよ い。 

(一 一) 用 一 H にの み附 くもの 11 口語で は、 「ば」 「と」 「て も」 「けれども」 「が」 「のに」 「し」 「て」 「ながら」 など。 こ 

れ等 も、 「行かな けれめ」 「行かせる と，」 「行き まし P ^しの 如く、 辭に附 く i$ も あるが、 これ 等の 辭は、 用言に 附 

いて 全體が 一 つの m 言と 同等の 資格 を もつ ので あるから- やはり 用言に 附 くものと 同等と 兄る 事が 出來 る。 

(三) S 言の 中、 動詞に のみ 附 くもの ！ 口語で は r れる」 r られ る」 「せる」 「させる」 「ない」 「ぬ」 「まい」 「たい」 

「ます」 など <: 助動詞の 大部分： > 及び 「な」 (禁止： > など.^ これ 等 も、 「行か^,.^. e —ふ.」 「取ら. S¥J」 「取り，^^ $」 

の 如く 他の^に 附く 事が あるが、 これ 等の 辭は、 動詞に 附 いて 全 體 がー つの 動詞と 同様な ものになる ので あるか 


ら • 動詞に 附 くと 同様に 《3? てよ い。 

以上の やうな 種々 の 性質の ものが ある。 

かやうな 點 から 分類す るの は、 比較的た しかで は ある けれども、 それ以上の 下位 分類 をす る 場合に 實際上 不便な 點 

が あるから、 之 を 第一 の 分類と せす、 下位 分類の 場合の 標準と する 方が よい。 

そこで、 詞を 分類した と 同様の 方法に よって、 辭が 意味の 斷繽 をい かに 示す かによ つて 分類したならば、 どうなる 

かとい ふに、 辭は 常に 詞に 伴って 文節 を 構成す る ものであるが、 その 際、 辭が 一 つ 用 ゐられ る 事 も あり、 又 他の^と 

m ねて 用 ゐられ る 事 も あるが、 これ 等の あらゆる 場合 を 通じて、 その 辭に伴 ふ 斷續の 關係を 見る に 

〔一〕 一 つの 辭が或 場合に は 言 ひ 切りと なり、 或 場合に は 種々 の關 係で 他に 續き、 その 斷 を、 それ a 身の 形に よつ 

て 表 はす もの。 (助動詞の 類が 之に 屬し、 その 語形 變化 によって 斷續を 示す) 

〔一 一〕 他に 對 して 種々 の關 係に 立ち 得る が、 それ 自身と して は 斷績の 意味 を 持たない もの ( 「ばかり」 「だけ」 「など」 

などの 類)。 

〔三〕 自らに 特^の しるし はない が、 常に 他に 賴 くもの (口 では 「が」 「を」 「に」 「より」 「から」 「で」 「ば」 「と」 

「て も」 「けれども」 「のに」 「が」 「は」 「も」 「こそ」 「さへ」 「でも」 など )o 

〔四〕 特別の しるし は 無い が、 いつも そこで 意味が 切れる もの (口語の 「ぞ」 「よ」 「な」 「ね」 「さ」 など)。 

以上、 g; 種の 別が ある" これ は斷 績の關 係から いへば、 詞の四 種の 刖、 卽ち (一) 川 一： 一一：！、  (二〕 體言、 (三) 副 川 言、 (四) 

感動詞の 四つに 相當 する ものである。 さう して、 现今並 H 迪の 品詞から 見れば、 (一) は 助動詞に あたり、 (二) 乃 甲 xg) 


品詞の 分な 

は 助詞に あたる。 

さて、 以上の 斷綺 による 分類 を、 更に 具 體 的な、 辭の 職能 叉 は W 法の 點 から 见れば どうで あるかと いふに、 この 場 

合に は、 その 各 を； に ー曆 細分し なければ ならない。 卽ち 次の 通りで ある。 

〔一〕 に：^ ひする 詣. g (助動詞に あたる) は 何れも 活 m の ある ものである。 活 E によって、 斷續 や、 他に 對 する 種々 の 速 

綺 上の 關係を 一： 小す こと 川 言と 同 様で あるば かりで なく、 この種の 語に は、 前に 擧 げた、 m 言に のみ 附く辭 が附き 得る 

も W 言と 趣 を：： E じくす る。 これ は 二種に わかれる。 

にの み附 くもの。 口 <S では 「せる」 「させる」 「れ る」 「られ る」 「ない」 「ぬ」 「まい」 「たい」 の 類。 これ 等 

は 動， 1 の 一 ルの活 W 形. に附 き、 動詞に附5^§的の意味を加へ叙述を助ける。 さう して、 この種の 辭の附 いた もの 

全 體 が 用言と じ资 格で 文節 構造に m ゐられ る。 (この種の もの を 山 田 氏 は拔； 諮 尾と 認めた) 

Sil 々の 一語に 附 くもの。 では 「だ」 「です」 「らしい」 の 類。 この類の 辭は、 種々 の 語に 附 いて、 全 體が 巧言と 

同等の 资格を て、 文節 構成 上 用言と 同様に 用 ゐられ る。 (この種の もの を 山 田 氏 は 一種の 用言と 認めた) 

右の 如く 辭を 加へ て W 言と 同じ资 格の もの を 作る jaf を、 用言に 準ぜられ たものと するならば、 この類の 辭は、 用言に 

準ぜられた もの を 作る 辭 である。 

〔二〕 以下の もの は、 活^の 無い もので、 所謂 助詞で ある。 その 中 〔二〕 に屬 する 諸. 語 は、 斷賴の 意味 を 持たない もの 

であって、 この 點は .1 における 體 ーーョ と In: 等で ある。 又實 際、 前に あげた、 體曾 にの み附く si が、 この種の 辭に附 くの 

である。 「あなたば か W がた よ^です」 「誰洲 を 使に やり ませう」 「君 ^ に はわから ない」 「私 だ，：^ で 出來ま す」 「進 
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む， が 能で も あるまい」 r 歸る， ゆが 遲 過ぎた」 r 來 る，^ を 待って ゐる」 「行って ^ が 心配 だ」 「寧 抆叫を 俳り て來 

ませぅ」。 

その他の辭の附き方も亦體言とほ^^同様でぁる。 「行く..？^ の i^」 「言って 兑た. ^だ」 r 兑 る，^ もよ いが」 「今度め 

かりで， もない」 の 如く、 「の」 「だ」 「も」 「は」 の やうな、 體 言に 附き川 4- る 辭に附 く i$ が出來 る。 

以上の 如き、 他の 辭の附 き 方に 於て、 この種の 助詞 はすべ て體 1  一一 口と 性質 を E じくす るが、 その他の 點に 於て は、 互 

に 性質 を 異にする 所があって、 更に 二種に 細分 せられる。 . 

s 「だけ」 「まで」 「ばかり」 「など」 「ぐら ゐ」 「か」 「やら」 の 類 11 これ 等 は 次の やうに 意味 の^く-! J^i (詞 或は^) 

に 附く箏 が ある。 「私に， & 知らせて 來た」 「何處 へ か， 行った」 「大阪 からぐ，^ は 來られ る だら う」 「何と や，^ 

言った」 「さう ばかり も考 へられぬ」 「立派に ^ は 出来ない が」。 この場合に この類の 辭の附 く， ば i は、 いつで 

も m 言 又は 用言に 準すべき 語 (m 言と！： じ资 格で 川 ゐられ る S) に續く 語で、 連 と名づ くべき ものであるが、 

これ 等の 辭は、 之に 加 はって， 或 意味 を 添へ る だけで、 たと ひこの 辭が なくと も、 その 速 賴關係 は 少しも か は 

らな いので ある。 この種の もの は、 山 m 氏の 日本 口語 法 講義に、 副 助 11 と 名 づけた ものである。 

sr の」 (「私^が」 「行く 叫 を」 の やうに 「の もの」 又は 「もの」 「こと」 の 意味に 用 ゐられ る もの)、 「ぞ」 (r 献ぞ 1 

「何 ぞ」 の やうに、 疑問の 語に ついて 「或 人」 「或 物」 の 義を表 はす もの)、 「から」 (「三百 斤^ の さ」 「さうな 

つた ほ は」 「向 ふへ 着いて ほが 心配 だ」 の やうに 「以上」 「以後」 Q 意味の もの)、 「ほど」 (「三つ まが 丁^ 好 

い」 「買つ てお く.^ でもない」 「心配した，^ の蔡 もない」 「今まで^ 勉强 しない」 の やうに 度 を 表 はす も 


の) の 類 —ー これら は、 單 に體言 と 同じ 資格 を 有する だけで、 s: の やうに 連用 語に 附く察 は 無い。 この 種 の も 

の は、 他の 語に 附 いて 或 意味 を 加へ て、 全體 として 體 言と 同じ 職能 を もった もの を 作る もので、 準體 助詞と も 

名づ くべき ものである。 

〔三： J に， する 諸 語 は、 いつも 他に 續く 意味 を もって ゐる ものである。 この 點で、 詞 の 中で は、 副 S 言に 對 比すべき 

ものであるが、 副 用言の もつ 連賴の 意味 は、 唯、 修飾と 接 IT たけで あつたが、 この種の 辭の 示す 關係は 更に 廣 いので 

あって 、「が」 の やうな、 主語 を 示す もの も ぁリ、 「を」 「に」 の やうな、 客 >4 補語 を 示す もの も あり、 「から」 「へ」 

「で」 「より」 の やうな、 副詞 的 修飾語 を 示す もの も あり、 「の」 の やうな、 形容詞 的 修飾語 を 示す もの も あり、 「ば」 

「と」 「けれども」 「のに」 「から」 「し」 「て」 や 「と」 「や」 の 如く、 接續を 示す もの も ある。 叉 「は」 「も」 「こそ」 「さ 

へ 」 の 如く 述緒關 係 を 修飾す る もの も ある。 

この^ 様な 速績の 意味 は、 理論的には 種々 に 分類す る 事が 出來 るが、 赏 際に 適した 分類と して は、 ま づ接續 を 示す 

ものと 接 緒 以外の 述績關 係 を 示す ものと に 分ち、 接繽 以外の もの は、 更にい かなる ものに 速續 する かによ つて、 體言 

に！！？ くものと m 言 (叉 は 之に 準す る もの) に續 くものと に 分つべき である。 體 言に っ^く もの は、 形容詞 的 修飾語 を あ 

ら はす もので あり、 用言 (又は 之 に 準す る もの) に續 くもの は、 主語 • 客語 • 補語 • 副詞 的 修飾語 等 を あら はす もの 

である。 つまるところ、 s: 接繽 する もの、 g 體 言に 續 くもの、 g 用言に 續 くもの の 三つに 分つ 蔡 となる が、 更にい か 

なる-語に 附く かによ つて 之 を 細分す る。 

出 接 緩す る もの は、 s 用言に のみ 附 くものと、 g 種々 の 語に 附 くものと に 分れる。 


3： 用言に のみ 附 くもの 11 「ば」 「と」 「て も」 「けれども」 「のに」 「が」 「から」 「ので」 「し」 「て」 など。 これ 

は 前に も擧 げた ものであるが、 旣に 述べた 如く、 用言 だけで はなく、 助 動 II が附 いて £ 言と 等の 職能 を 有 

する ものに も附 ベので ある。 これ 等 は 用言 (多くの場合に は 節の 述語と して 用 ゐられ たもの) に附 いて、 その 

意味 を 下に 來る 用言 又は 用言に 準すべき ものに 續け るので あって、 「さう して」 「さう だけれ ども」 「それで 

も」 「さすれば」 等の 如き 接 績詞と 同様の 接 績關係 を 表 はす ものである。 但し、 接續關 係で は あるが、 之 を 承 

ける の は 用言 又は 之に 準すべき ものに 限られて ゐ るから、 連用 的接續 11 係と いふべき である。 この SI の もの 

は、 山 田 氏の 接績 助詞に あたる ものである。 

g 種々 の 語に 附 くもの 11 「と」 「や」 「やら」 「に」 「か」 「なり」 「だの」 の 類で、 「あれ d これ： >7」 「酒，， やび ー る 

^^」 「酒め ビ ー ル」 の 如く、 對 等の 關 係に 立つ 語 を接續 せしめる ものである。 卽ち、 對 等の 關 係で ト： の 語が 下 

の 語に 連續 する 事 を 示す ので あるが、 唯、 その 最後の 語に 附ぃ たもの だけ は、 對等關 係で 上の 語 を 承け る is? 

を 示す ばかりで、 下へ は連續 しない。 この種の 辭は體 言に 附く 事が 多い が、 また、 「西から 束から ん 出て 

來た」 「君に ^ 僕に.；？^ 言って 來 さうな もの だ」 の やうに、 體 言に 助詞の 附ぃ たもの や、 「どう ^ かう t 

やって 行く」 「あ、 ^ かう S. 言って 來る」 の やうに 副詞に も附く 事が ある。 これ を、 詞と對 比する と、 接 

繽詞の 中の 「並に」 「及び」 「或は」 の やうな 一語と 同等の 接 續關係 を 示す ものである。 この 極の もの は、 まだ 名 

が 無い やうで ある。 並立 助詞 又は 對立 助詞と でも 名 づけた がよ からう。 

②體言 に速續 する もの。 一 J これ は 「の」 の 一 語で ある。 「の」 は體言 に附 くの が 並 H 通で あるが、 また、 「 一 寸§,11」 

品詞の 分 
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a  の 分^ 

「かねて叫約^^」 r 舉 校から 叫歸り 道」 「兑 ての， 上」 「行けと M 命令」 「書く だけ.， の  1 手數」 の やうに、 副詞 や、 他の 

語に^々 の 助 訶が附 いた ものに 附く。 さう して、 體首 にっ^いて 之 を 修飾す る。 卽ち 速 體關 係で 述續 する ので 

ある。 詞の 中で 《5 に體言 を 修飾す るの は 副 用言 中の 副體詞 であるから、 「の」 は 副體詞 と！： 様の 资 格の ものと 

て、 之 を 準副體 助詞と 呼んで よから うと 思 ふ。 

g 用言 又は 之に 準す る ものに 速繽 する もの。 前に 揭 げた 接 續 助詞 も m 言に 連績 する が、 それ は接續 する ので あつ 

た。 こ、 に擧げ るの は 接 緒 以外の 關 係で 用言 叉 は 之に 準す る ものに 速續 する ものである。 之 を その 辭が 如何な 

る； に附く かによ つて 更に 細分す る。 

5 體言 にの み附 くもの —— 「が」 「を」 「に」 「へ」 「と」 「から」 「より」 「で」 の 類。 これ は旣に 前に 擧げ たもの 

で、 赏は體 言の みならす、 用言の 述體 形 や、 前に あげた 準體 助詞の 如き、 體 曾と I:!: 等の 资格 を；？： する ものに 

は附 くので ある。 

この類 は、 體： W (又は 之に 準す る 語) の、 他の 語に 對 する 種々 の 速 續閼係 を 示す ものであって、 主語 *客語. 

補語 ，副 詞的 修飾語 等の 關 係に 立つ 事 を 示す ものである。 さう して 之 を 承け る 語 は、 すべ て 用言 又は これと 

1:2^ の资格 を 1? する 語で ある。 かやう に、 用言 叉 は 之と e: 等の ものに 連續 して その 意味の 結合す る 事 を 連用 

關係 とするならば、 この種の もの は 述用關 係 を あら はす ものと いふべき である。 この種の もの は、 山 田 氏 

の 所謂 格 助詞に あたる ものであるが、 唯、 山 田 氏のより も 「の」 だけが 少ぃ。 「の」 は體言 又は 之に 準す る もの 

のみでな く、 他の 極々 の 品訶 にも 附 くもので ある 故、 之 を 除いた ので ある。 
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種々 の 語 に附 くもの 11 「は」 「も」 「こそ」 「さへ」 「でも」 「なりと」 「しか」 「ほか」 の 類。 これ 等 は 主語 • 

客語 • 補語 • 副詞 的 修飾語な ど 種々 の關 係に 立つ 語 を、 それぐ. cn 己の 表 はす 特殊の 闢 係の 意味 を 以て、 下 

に來る 用言 叉 は m 言に 準すべき 語に 結合させる ものである。 この類 は 山 田 氏が 日本 口語 法 講義で 係 助詞と 名 

づけた ものに 相當 する。 

この類 は、 副 助詞と 似た 所が ある けれども、 副 助詞に は 斷續の 意味が 伴 はない のに 對 して、 係 助詞に は述賴 

する 意味が ある 事 は、 體 言の やうな 斷繽の 意味 を 伴 はない 語に 附 いた 場合 を 比較しても 明かで あり (副 助詞 

「私ば かり」 「これ だけ」 には必 しも 連繽の 意味な く、 係 助詞 「私 は」 「これ さへ」 に は速續 の^ 味が 伴 ふ)、 又、 

副 助詞 は 助動訶 「だ」 を附 ける ことが 珍しくない に反して、 係 助詞 は 「だ」 を附 ける と 異様に 聞え るの を： て も 

明かで ある (「私ば かりだ」 「これ だけ だ」 は 常に 用ゐ るが 「^!#はだ」 「これ さへ だ」 は 普通に は 用 ゐられ ない)。 

四〕 に屬 する 諸 語 は、 何れも そこで 言 ひ 切る ものであるが、 これに 二種 ある。 

S は 言 ひ 切りの 文節の 終に ある もので、 そこで 文の 意味が 終止す る ものである。 「ぜ」 「ぞ」 「とも」 「て」 (以上 

何れも 確かめる 意味)、 「な」 (禁止) 「な」 (「なさい」 の義) • 「わ」 (「さう です わ」 の 「わ」)、 「か」 (問 ひ)、 「や」 (「行 

かう.？」 の 類)、 「よ」 「い」 (「さう だ， J」 r さう か 3」 の 「い」) などであって、 もし 更に 分つならば、 用言 又は 之に 

準す る ものに のみ 附 くもの (r ぜ」 から 「わ」 まで)、 及び 種々 の 語に 附 くもの (「か」 以下) とに 分つ ことが 出来る。 

この種の もの は 山 W 氏が 終 助詞と 名 づけた もの に相當 する。 

g は 文節の 終に 來る ものである。 「ね」 「な」 「さ」 の 類で あつ て、 繽く 文節に も 言 ひ 切りの 文節に も附 く。 「それ 

品詞の 分 <5 


がね、 …… 」 「きれいだ ね。」 「さう して さ、 …… 」r 歸 つたの さつ」 繽く 文節に 附 いた 場合に は、 その 文節の 意 

味 はや はり 賴 くので あるが、 この種の 辭の 意味 は そこで 切れ、 のみなら す、 その後に 音の 斷 止が ある。 この 場 

合に はいつ も 昔の 斷 止が ある 故、 形から 兑れ ば、 そこまでで 文が 終った やうで あり、 從 つて、 この 助 ：！ は 文の 

終に 川 ゐられ ると ^！? へ なければ ならない やうで あるが、 しかし、 之に 伴 ふ 音調 (イン トネ ー シ ョ ン) は、 文の 中 

にある 文節の 終で 切れた 場合と 同一で、 文の 終止の 場合と は 遠って ゐる 故に、 いつも その後に 音の 斷 止が あつ 

て も、 必 しも 《35 に そこで 文が 終止す る ものと 見なく ともよ いので ある。 

この種の 語 は 山 田 氏 は 之 を問投 助詞の 中に 收 めた。 文節の 終なら ば どの 文節に も附き 得る 點で 21 投の名 は適當 

であるから、 投 助詞と 名 づけて よから うとお も ふ。 (但し 山 m 氏の 間投 助詞 は、 その 定義から 兑て も、 之と 

Ei: じくな く、 範圍 もこれ よりも 廣ぃ )o 

以上 は 職能 (叉 は W 法) を 主と した 分類であって、 各種の 辭の もつ 職能の 中、 他と 15!: 別すべき ものの み を 以て 分類の 

^準と したので、 必す しも その 種の 辭の 有する あらゆる 職能 をつ くした もので はない。 

以上の 分類 を總 括して 示せば 次の 通りで ある。 

へ 斲^! を"： 小す しる  『 S 動詞に のみ 附く 

しある もの  1(  I ) 助動詞  

(お 用 ある もの)  I  ？?. 種々 の 語に 附く 

) 斷續の 意味/ W 連用 語に も附く  (種々 の 語に 附く)  副 助 詞 

なきもの 一 ゆ 連 には附 かない  (種々 の 語に 附く)  準體 助詞 


辭 


斷續を 示す しる 

しなき もの = 助詞、 1 

パ (活用な きもの) 


3 接績 する もの. 


(三) 續 くもの， 


接績 以外で 

績 くもの 


g 體霄 に續. 


<s 用 曾に 綾 _ 


言に の み附 く- 

S 種々 の； 語に 附 く- 

- (種々  の  語に  附 く)， 

^體 言に のみ 附 く- 

S 種々 の ij^i に附 く- 


-接  精  助詞 

, 並 立 助 詞， 


パ 切れる もの 


： 文 を 終止す る- 


S 文節の 終に 来る. 


. 格 助 詞 

-係 助 

-終 助 ，1 

，^投 助 ，1 


以上 擧 げた 各種の 辭の 中で、 助動詞 • 準體 助詞 及び 準副體 助詞の 三つ は、 それん、 用言 *體：ー：ー1： 及び 副體！ 1 の 三 品， 1 

と、 その 斷續 及び 他 語への 澳續を 等しう する もので、 或 語に これ 等の 辭が附 けば、 その 語 本來の 品詞 ゃ斷 結の 關係如 

何に 拘ら す、 これ 等の 辭と 合せて、 文節 構成 上、 上述の 諸 品詞と 同 一 の 性質 を 有する ものと なる。 それ 故、 これ 等の 

辭は、 かやうな 品詞の 資格 を附與 する ものと 見るべき である。 語が 或 品詞の 资格を 得て、 その 品詞と 同等に 川 ゐられ 

る 事 を その 品詞に 準用せられ たものと 見るならば、 その 资格 を與 へる これ 等の 各種の 辭を準 ボ叉は 準 W 助^と 總稱 


その他の 各種の 辭の 中、 接繽 助詞 • 並立 助詞 • 格 助詞 • 係 助詞 及び 剐 助詞 は、 何れも 秘々 の 詞に附 いて、 その と 

他の 詞 との 關 係 を 示し、 又は、 その 關 係に 種々 の 度合 や 色 合 を 加へ る ものであるから、 これ を 關 係辭 又は 關係助 _1 と 

名 づけ * 終 助， 1 と^ 投 助詞 は、 文 又は 文節の 斷止 する 所に 用ゐる 故、 これ を 斷止辭 又は 斷止助 辭と名 づけて よから う 

品 の 分 6i 
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a  の 分 切 

と 思 ふ。 

さて、 以上の 辭の 分類 は、 意味の 斷鑌 と、 その 種類と、 いかな る 品詞に 附 く かによ つたので あるが、 辭の 分類に 

は、 以上の 外に 猶 一 つの^ 點が ある。 それ は、 二つ 以上の 辭が 重なって 詞に附 く 時の 辭の 順序で ある。 山 m 氏 は、 助 

詞の 分類に この 事 を 考慮に 入れて、 甚 勝れた 結果 を 得られた ので ある。 今、 この 點 から へて 見る に、 大體 左の通り 

である。 

まづ、 辭を、 上述の 如く、 準 刖辭* 關係 £針* 斷止辭 の 三つに 大別す ると すれば、 それ 等が 重なる 時の 順序 は、 

準 用辭 11 關係辭 11 斷止辭 

となる" 但し、 準 m 辭は、 直接に 詞に附 かすして、 詞に 他の 辭が附 いた ものに 附く 事が あるが、 その 場合 だけ は 例外 

である。 

準 m 辭に 於て は 

1、 助動詞 は 互に 重なる 事が あり、 又準體 助詞の 上に 來る 事が ある。 - 

1、 準體 助詞 は、 助動詞 • 接續 助詞 • 副 助詞 • 準副體 助詞の 下に 附く 事が ある。 

1、 準副體 助詞 (「の」) は、 副 助詞 • 格 助詞 • 並立 助詞 • 接繽 助詞の 下に 附く 事が ある。 

開 係辭に 於て は 

1、 並立 助詞 は、 副 助詞の 直前 又は 格 助詞の 直前 或は 直後に 来る， - 同種の もの は 重ならない。 

1、 副 助詞 は、 並立 助詞 又は 格 助詞の 直前 又は 直後に 来る。 又、 接 精 助詞の 直後に 来る 事が ある。 同種の もの 
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が 重なる 事が ある。 

1、 格 助詞 は、 副 助詞 叉 は 並立 助詞の 直前 又は 直後に 来る。 同種の ものが 重なる 事 はない。 

二 係 助詞 は • 並立 助詞.. 副 助詞. 格 助詞、 又は 接繽 助詞の 直後に 來る。 同種の ものが 重なる 事が ある。 

1、 接續 助詞 は、 副 助詞 又は 係 助詞の 直前に 來る。 又、 助動詞 • 準副體 助詞 • 準體 助詞が 次に 附 く 事が ある。 

同種の もの は 重ならない。 

斷止辭 に 於て は 

1、 終 助詞 は、 問投助 ！；！ の 前に、 他の 辭の 後に 来る。 同種の ものが 重なる 事が ある。 

1 、 間投 助詞 は、 あらゆる 助詞の 後に 來る。 同種の ものが 重なる 事が ある。 

かやう に、 辭が 重なる 場合に も、 各種の 辭 は， それぐ その 位置 を 異にする のであって、 これによ つても 以上の 分 

類の 妥當 である 事が 知られる ので あるが、 語の 順序の 如き は、 明かに 外部から 知り べき ものであるから、 これ を以 

て、 辭の 分類の 一 つの 據所 とする 事 も出來 るので ある。 

上述の 辭の 分類 は、 專ら 現代の 口語に 基づいた ものであって、 文語 や 古代語に 於ても 妥當 であるか どうか は、 ^に 

考究すべき 問題で あるが、 私見に よれば、 文語 や 古代語に も大體 適合す る ものと 認められる。 

從來の 助詞の 分類の 中、 最 優れた ものと いふべき 山 田 氏の 說は、 日本文法 論に 於て は、 尊ら 文語の 考察に よって、 

格 助詞 • 接續助 . 係 助詞 • 副 助詞 • 終 助詞 及び 問投 助詞の 六 種と し、 後に 日本 口語 法 講義に 於て、 現代の 口 ，語 に 於 

て も、 やはり 右の 六 種 を 認められた のであって、 研究の 順序に 於て は 逆にな つて ゐ るが、 その 結^に 於て は、 現代 口 

品 »s の 分類 
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}^|1に基づく前述の分類と 一 致する所が多ぃ。 卽ち、 山 田 氏の 右の 六 種 は、 前述の 分類 中の 同名の 六 種と 實 質に 於て は 

大概 一致し、 唯、 並立^ 詞. 準體助 ，1* 準副體 助詞の 三つが 山 田 氏のに は缺 けて ゐる だけで ある。 ^し、 投 助詞 

は、 山 E 氏のに も あるが、 その 見方 は 多少 一致し ない 所があって、 爲に山 田 氏の 間投 助詞 は、 多くの を 含んで ゐる 

が、 私见 によれば、 山 W 氏の 間投 助詞に は、 他の 種の ものと して 取扱 はるべき 語が あるので あって、 例へば、 「や」 

は 終 助 II と 並立 助詞に、 r ぞ」 は 終 助詞と 準體 助詞に、 「がな」 は 係 助詞に 分類す る 事が 出来る もので、 これ 等 を 除い 

た 方が、 問投 助詞の St:- が 明瞭に なり、 之に 對 する 確赏な 概念 を 得る 事が 出來 るので ある。 

山 m 氏のに a えない 三種の 中、 並立 助詞 は 山 氏 は 格 助詞 • 副 助詞 及び^ 投 助詞の 中に 牧 めて ゐ るので あるが、 之 

等 は 對等關 係の 語 を接續 する もので、 かやうな 點で 他の 各種 の 助詞の 何れと も異り (もっとも 接續 助詞の 中には 對等 

關係を 示す ものが あるが、 これ は 何れも S 言に 附く ものである 點で、 並立 助詞と 區 別せられ る)、 助詞が 重なる 時 も、 

特別の 位 S が あり、 ことに 「と」 の 如き は、 格 助詞と すると、 格 助詞 は 互に 重ならな いのが 原則で あるのに、 他の 格 助 

詞と 重なる 事が ある (「束と 西^ に^れる」 「右から^ 右から^ 出て 來 た」)。 それ 故む しろ 別種 の ものと して 取扱った 

方が 都合が よい。 叉、 準體 助詞 (「の」 「から」 「ほど」 r ぞ」 など) は、 格 助詞 その他に 同じ 語が ある けれども、 この場合 

は その 意味 も 他の， 語との 接續の If 様 も 違 ふ 故、 これ を 別にす るの が當然 である。 準副體 助詞 (「の」) は、 山 田 氏 は 格 助 

II に收 めた が、 これ は體言 以外の 種々 の 語に も附 き、 叉 格 助詞と 重ねて m ゐられ る 故 (「父から^ 手紙」 「こ k で，^ 相 

談」 など)、 格 助詞と は 別にした 方が よい。 これ は 常に 體 言に 遝績 し、 この 點で 副體 助詞と 性質 を 同じう する 所から、 

準副體 助詞と 名 づけた が、 場合によって 副體 詞と關 係せ しめす、 單 に連體 助詞と 名 づけても よい。 以上の やうな 理由 


によって、 並立 助 謂 以下の 種類 を 立てた ので ある。 

〔六〕 品詞の 槪 念と 語の 性質 

以上の 品詞 分. 類 は、 普通い ふ 語の 意義に よった もので なく、 職能に 據っ たもので ある。 卽ち、 語が、 文節の 斷緒ゃ 

連接 上の 種々 の 關係を 如何に 擔ひ 如何に 表 はす かによ つて 分類した ものである。 從 つて、 或 語が、 或 品詞に すると 

は、 その 語が、 幾つかの 一 定の 職能 を もち、 それ を 或 一 定の 手段に よって 表す を 意味す るので ある。 それ 故、 ci 詞 

と は、 語の 文節 構成 上 (並に 間接に は 文 構成 上) の 資格で あると いふ 事が 出來 る。 一定の 资格 は、 一定の 能力に よって 

認められ、 その 資格 ある もの は その 能力 を もつ ものであるが、 品詞 は、 語の もつ 種々 の 職能に よって 認められ、 その 

品詞に 屬 する 語 は、 一定の 職能 を もつ ので ある。 

一 定の 時期に 於け る 一 定の 言語 は、 かやうな 文節 構成 上の 資格の 一 定數を l^i: 別し、 あらゆる 語 は、 その 中の どれ か 

の 資格 を 有って ゐる。 新に その 言語に 加 はる 語が あれば、 やはり、 その 中の どれ かの 资格 を與 へられる ので ある。 そ 

の 資格の 種類の 數 ゃ內容 は、 時と 共に 變 化する 事 も あり、 又 同じ 國 語の 中で も、 遠った 種類の 言語に 於て は必 しも M 

じで ない が、 或 一 時期に 於け る 或 一 定の 言語に 於て は 大抵 一定して ゐる。 

所謂 品詞の 轉 成と は、 或 語が、 その もって ゐた或 職能 を 失 ひ、 叉 は、 これまで もたなかった 新な 職能 を もつ やうに 

なって、 一 の 品詞の 資格 を 失 ひ、 他の 品詞の 資格 を 得る 事で ある。 叉、 語が 他の 語と 複合し、 又は 接^ を附 けて、 新 

な 語と なった 場合に は、 もと 一語と しても つて ゐた 品詞の 資格 如何に 拘ら す、 新に 出 來た語 は、 或 品詞の 资格を て、 

その 品詞 特有の 一定の 職能 を もつ ので ある。 

品 STi の 分 額  , 
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こ、 にいた つて、 我々 は、 語の 一 つの 大切な 性質 を 明らめ 得た ので ある。 卽ち、 我々 は 語の 性質と して、 旣 に擧げ 

た 諸^の 外に、 更に 左の 一 項 を 加へ なければ ならない。 

語 は、 それぐ 一 定數の 品詞の 一 に屬 し、 その 品詞 特有の 資格 を 以て、 諸種の 文節 を 構成す る ものである。 

〔七〕 接と 接辭 

【助詞と 接辭】 我々 が、 前に 接 辭と獨 立し 得ぬ 語 卽ち辭 (附 屬辭) との 區 別につ いて 論じた 時、 接辭は それが 附 いて 

出來 た； は、 文節 構成 上、 純な 語と 全く 性質 を 同じう し、 單 純な 語が 作る と 同様な 文節 を 作る に反して、 辭は、 そ 

れが附 いた もの は、 單 純な 語と 同様な 文節 を 作らない 故、 この 點で兩 者を區 別し 得る こと を 述べ、 しかし、 さう すれ 

ば、 助動詞の 類 は、 これが 附ぃ たもの は、 或 種類の 語 (用言) と 同様な ものと なる 故、 むしろ 接辭と 見なければ ならな 

いと 論じて おいた。 然るに、 辭の 分類の 條に 述べた やうに、 辭の 中に も、 準 W 辭は、 これが 附ぃ たもの は、 單獨で 又 

は 種々 の^を 附 けて、 或 n 卯 詞に屬 する 語が 構成す ると Ci: 様な 文節 を 構成す るので あるから、 この 點で接 辭と區 別が な 

いのであって、 從 つて、 助動詞の みならす 他の 準用 辭、 卽ち、 準體 助詞 及び 準副體 助詞と 接辭 との lEil 別 も 亦 問題と な 

るので ある。 

接 辭には 接頭 辭と 接尾 辭と 二種の 別が あるが、 どちらも それが 附 いて 出 來 たもの は、 或單 純な 語と 同じく、 或 品詞 

の资格 を もって ゐる。 卽ち、 或 品詞に 屬 する 語と 全く 同じ 手段に よって、 或は 單獨 で、 或は 或 一定の 辭を附 けて、 そ 

の； 語が 作る と 同様の 文節 を 作る。 例へば、 「暑い」 に 接頭 辭 「お」 の附 いた 「お 暑い」 は、 單 純な 語 「暑い」 「寒い」 などが 

「暴い」 「寒い」 又は 「暑い のに」 「寒い のに」 「暑い と」 「寒い と」 の やうな 文節 を 作る と 同様に 「お 暑い」 叉 は 「お 暴い の 


に」 「お 暑い と」 の 文節 を 作り、 「春」 に 接尾 辭 「めく」 の附 いた 「春めく」 は、 「進む」 「行く」 が、 「進む が」 「進む けれど 

i>」 「進む *.^:&」* 「行く が」 「行く けれども」 「行く だけ」 の 如き 文節 を 作る と 同様に、 「春めく が」 「春めく けれども. 一 

「春めく：^: &」 の やうな 文節 を 作る。 かやう に、 接頭 辭 接尾 辭の附 いた もの は、 文節 構成の 上に 於て、 或單 純な 語 (或 

品詞) と 全く 同性 質で あるが、 かやうな 一致 は、 單に 文節 構成 上の みに 止まらない のであって、 かやう にして 作られ 

た 文節の、 他の 文節への 繽き やう、 及び 他の 文節からの 精き やう も、 亦單 純な 語で 作られた 文節と 1:1: 一 であって、 そ 

の單 純な 語で 作られた 文節が 承け ると 同様の 文節 を 承け、 鑌 くと 同種の 文節に 續 くので ある。 例へば、 「暴い」 が 「大 

層 一 暑い 一 天氣」 の やうに、 「大 翳」 を 承け、 「天 氣」 に續 くと 同 機に、 「お 暑い」 は 「大曆 一 お 暑い 一 天氣」 とい ふ 事が 出 

來、 「進む」 が 「も」 を附 けて 「あまり 1 進み も 一 しない」 と 「あまり」 を 承け、 「しない」 に賴 くと 同様に、 「卷 めく」 は 「あ 

まり 一 春めき も 一 しない」 とい ふ 事が 出來 るので ある。 

かやう に、 接 辭の附 いた もの は、 文節 構成 上の みならす、 前後の 文節との 連接 上の 關係 も、 或單 純な 語と 全く 同 一 

であって、 完全に 或 品詞の 資格 を 有する。 しかるに、 準體 助詞 や 準副體 助詞 は、 例へば、 準體 助詞 「の」 は、 「行く」 に 

附 いて 「行く，^ は」 「行く，^ が」 「行く. S, を」 「行く だ」 等の 文節 を 作る こと、 體 曾 「花」 が 「花 は」 「花が」 「花 を」 

「花 だ」 の 文節 を 作る と 同様で あり、 これ 等の 文節が 他の 文節に っ^いて、 或は 主語、 客語な どに なり、 或は、 そこで 

言 ひ 切りと なる 事 も、 全く 同様で あるが、 しかし、 他の 文節 を 承け る 場合に は、 「行く，^ は」 「行く，^ が」 「行く，^ を」 

「行く，， の だ」 等 は、 「そこ へ」 「私が」 等 を 承け るが、 「花 は」 「花が」 「花 を」 「花 だ」 等 は、 これ 等の 文 i§ を 承け る 事な 

く、 かへ つて、 「行く の は」 等の 承け ない、 「この」 「赤い」 などの 文節 を 承け るので ある。 卽ち、 準體 助詞の 附ぃ たも 


a  の 分類 

の は、 文節 構成 及び 他の 文節への 述 に 於て は體言 と 同じ 資格 を 有する が、 他の 文節 を 承け る 場合に は體言 以外の 资 

格 を もつ ので ある。 叉、 準 ii 體 助詞 「の」 の 場合 も、 例へば、 「花の」 は、 副體 1  一一； J r この」 「あらゆる」 などと M じく、 單 

獨で 文節 を 作り、 所 1^ 形容詞 的 修飾： ぱ i として、 他の 文節 中の 體言を 修飾す るが、 「花の」 は 「きれいな」 「庭の」 の やう 

な 文節 を 承け る蔡 が出來 るに 反して、 「この」 「あらゆる」 の 類 は、 この種の 文節 を 承け る 事が 無い。 卽ち、 準 副體助 

詞の附 いた もの は、 他の 文節への つ ^ き やう は 副 體詞と 同様で あるが、 他の 文節 を 承け る 場合に は、 これと は 違った 

资格を }^ する ので ある。 

かやう に、 接 辭は或 品詞の 资格を 完全に 有する もの を 作る に反して、 準體 助詞 及び 準^ 體 助詞の 附ぃ たもの は、 文 

節の 構成 及び 他の 文節への 述 總の關 係に 於て は 或 品詞と 同等の 資格 を 有する が、 しかし、 他の 文節 を 承け る關 係に 於 

て は、 必 しも、 之と 同等の 资格を 有せぬ ので ある。 

それで は、 語に かやうな 助詞の 附ぃ たもの は、 如何なる 文節 を 承け るかと いふに、 それ は、 その 語が 單獨で m ゐら 

れた 場合に、 他の 文節 を 承け ると 同様な 文節 を 承け るので ある。 例へば、 準體 助詞 「の」 が附 いた 「見る，^」 は 「本 を 一 

兑 るの は」 「私が  一 るの は」 「よく 一  兑 るの は」 の やうに、 「本 を」 「私が」 「よく」 などの 文節 を 承け る 事、 「見る」 が 

獨で 文節 を 構成した 場合と 同様で ある。 卽ち、 準體 助詞 は、 他の 文節 を 承け る關 係に 於て は それの 附く 語の 品詞の 

资格を か へ 又は 奪 はない ので ある。 準副體 助詞 「の」 も 同様であって、 「春」 に 「の」 の つ いた 「春の」 は r 樂し い 一 春の」 

「今年の I  の」 「暮れる 一 春の」 の やうに r 樂 しい」 「今年の」 「暮れる」 など 所謂 形容詞 的 修飾語 を 承け る こと、 「春」 

が。 0^ 獨で 文節 を 構成した 場合と か はらない。 卽ち 準副體 助詞 は、 それの 附く 「春」 の體 言と しての 資格 を かへ 叉 は 奪 ふ 
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事がない ので ある。 準體 助詞 • 準 副體 助詞に 於て 見られる かやうな 性質 は、 關係辭 及び 斷止 辭に屬 する あらゆる 力 

に 於ても 亦 等であって、 それ 等の 助詞が 或 語に 附 いても、 それが 爲に その 語の 品詞と しての 资格 はか はり 叉 は 失 は 

れる事 は 無い。 然るに、 前述の 如く、 「春」 に接辭 「めく」 の附 いた S めく」 は、 文節 構成 上、 及び、 他の 文節へ っ^く 

關 係に 於て 一 茵の m 言と 同等になる ばかりでなく、 他の 文節 を 承け る關 係に 於ても m 言と 同等であって、 「11^」 の §s 言 

として 他の 語 を 承け る 資格 は 全く 失 はれて しま ふので ある。 かやうな 點に 於て、 助詞と 接辭 との に 一 R 別が あるので 

あって、 接辭 は、 それが 附 いて 單 一 な 品詞 を 作る に反して、 助詞 は、 それが 附 いた 爲に或 品詞の 资 格を與 へる が あ 

つても、 その 助詞 を附 けた 語 は、 もとの 品詞の 資格 を 失 ふこと は 無い ので ある。 

しかしながら、 右の やうな 點で 助詞と 區 別し 得る の は 接辭の 中の 接尾 辭 であって、 接頭 辭に 於て は、 或； 詰に それが 

附 いたから とて、 その 語 はもとの 品詞の 資格 を 失 ふこと がない (「おうつ くしい」 は 「うつくしい」 と 一:^ じく、 「非 《：9 に」 

「あの人より」 「もっと」 などの 文節 を 承け、 「人」 「方」 などの 文節に 鑌く 事が 出來る )o しかし、 接； 辭の附 いて 出來 

たもの は、 全體 として 單 一 な 品詞の 资格を 有する ものであって (「おうつ くしい」 は 「うつくし い」 と I!E じく あらゆる 點 

に 於て 形容詞で ある)、 準體 助詞 や 準副體 助詞の 附 いた ものが、 承け る關 係と、 續く關 係と によって、 品詞の 资格を 

異にする のと は 遠って ゐる。 もっとも、 準體 助詞 をつ けた 「弟， S」(R5^ の もの」 の義) が、 全 體 として 體 W と 同様の 资格 

を 得て、 フポ のが」 「弟の だ」 「弟のに」 など 用 ひられる と共に、 體雷 につに くべき 「私の」 「小さい」 などの 文節 を 承け 

る 事が 出来て、 他の 文節 を 承け る關 係に 於ても やはり 體言と 同等で ある やうな 例 も ある けれども、 この 合に、 文節 

構成 上 及び 他の 文節へ つ ^く關 係に 於て 體 言と 同等で あ るの は、 準體 助詞 を附 けた 「弟の」 であるに 對 して、 「私の」 

ns 詞の 分類 
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「小さい」 等の 文節 を 承け るの は、 「弟の」 でな く、 「弟」 だけで あり、 フ. iJL 一が これ 等の 文節 を 承け るの は、 それが 本來體 

首で あるから であって、 「の」 の 力で ない。 それ 故、 接 辭を附 けた ものとの 區 別 はこの 場合に も 明瞭で ある。 

以上 述べ 来った 所に よって、 接辭 と、 準體 助詞 • 準 副體 助詞 及び その他の 助詞、 卽ち 一切の 助詞と の^に 次の 如き 

差異が ある 享が 明かに なった。 

1、 或. 語に 接 辭の附 いた もの は、 あらゆる 點に 於て 或 一 つの 品詞の 資格 を もつ。 從 つて その 語 は 他の 文節 を 承け る 

關 係に 於て、 その 語 本来の 品詞と しての 資格 を 失 ふ ことがある。 

一、 或 語に 助詞の 附ぃ たもの は、 文節 構成に 於て、 及び 他の 文節への 連 緩に 於て、 或 品詞と 同等の 資格 を もつ 事が 

あるが、 その 場合に も、 その 語 は 他の 文節 を 承け る關 係に 於て は、 自身の 品詞の 资格を 失 はない。 

前に 述べた 如く； 仏 口 は必す 或： ：2 詞の 資格 を もち、 その 品詞に 特有な 種々 の 職能 を 有する ものであると するならば、 接 

辭が附 いて 出來 たもの は 完全な 語であって、 隨 つて 接 辭は語 構成の 要素で あり、 これに 對 して、 助詞 は、 語に 附 いて 

も、 その 語 は、 少く とも 他の 文節 を 承け る關 係に 於て その 品詞た る 资格を 失 はす、 やはり その 品詞 特有の 職能 を 保有 

する ものと すれば、 その は、 やはり、 語た る 性質 を 失った もので はない のであって、 隨 つて、 之に 助詞の 附ぃ たも 

の は 一 語で なく、 文節で あるから、 助詞 は 文節 構成の 單 位であって、 卽ち 語の 一 種 (辭) と 見るべき である。 かやう に 

して、 接 群と 助詞と は 互に til 別す る箏 が出來 るので ある。 

他の 文節.^ 承け る 事. „^ 職能と 名 づけろ について は、 多少の 疑義が あるか も 知れない が、 他の 文節に つ いて、 主語と なリ、 客 

とな リ、 補 £s とな リ、 修飾語と なリ 得るな ど,^ 職能と いふなら * は、 これ 等の 文節な 承け て、 主語に 封して 述語と なリ、 客 as 


揃 語に 對 して 捕 足せられ る 語と なリ、 修飾語に 封して 修飾 せられる 語と なろ など.^ も 職能と いって 差 支な いこと ゝ思 ふ。 

【助動詞と 接辭】 以上 • 他の 文節 を 承け る關 係から ID- て、 あらゆる 助詞 は、 接辭 とは異 り、 語の 一種な る^と 見る 

べきで ある 事が 明かに なった ので あるが、 更に 助動詞に ついて 見る に、 助動詞 は、 それが 他の 語に 附ぃ たもの は、 全 

體 として 一 の S 言と 同じ 資格で 文節 を 作る ものである。 助動詞に は、 種々 の 語に 附 くものと、 用言に のみ 附 くものと 

の區 別が あるが、 その 中、 種々 の 語に 附く 助動詞 は、 これが 或 語に 附 いた 場合に も、 その 語 は、 他の 文節 を 承け る關 

係に 於て、 その 品詞の 資格 を 失 ふ 事 はない。 例へば、 「だ」 は r 學生 だ」 の 文節 を 作る が、 この 文節 は、 r 大舉 の」 「若 

い」 「活 澄な」 等の 文節 を 承け る 事、 單獨の 「舉 生」 と變ら す、 「擧 生」 は、 體言 たる 資格 を 失 ふ 事 はない。 それ 故、 これ 

等の 助動詞 は、 接辭 ではなく、 辭と 見るべき である。 

次に、 用言に のみ 附く 助動詞に 於ても、 同様で ある。 例へば、 「見る」 は 動詞と して、 「私 は」 「よく」 「本 を」 など 

の 文節 を 受ける 事が 出來 るが、 「見る」 に 助動詞 「よう」 「まい」 「た」 「ない」 などの 附 いた r 兑 よう」 r 兒 まい」 「兑 た」 

「見ない」 など も 亦 右の 諸 文節 を 承け る 事が 出來 る。 たに、 問題になる の は、 受身 及び 使役の 助動詞の 附ぃ たもので あ 

つて、 動詞 「捕る」 は 「猫が」 「鼠 を」 を 承け て 「猫が 鼠 を 捕る」 とい ふ 事が 出来、 之に 受身の 「れ る」 を附 けた 「捕られる」 

も 同様の 文節 を 承け て、 「猫が 鼠 を 捕られる」 とい ふ ie^ が出來 るが、 しかし、 その 場合の 「猫が」 と 「捕られる」 との 關係 

は、 「猫が 捕る」 の關 係と は 全く 異 つて ゐる。 使役の 「せる」 を附 けた もの も 同様で、 「猫が 鼠 を 捕らせる」 の 「猫が」 と 

「捕らせる」 との 關係は 「猫が 拙る」 と は 全く 趣 を 異にする。 

しかしながら、 この やうに、 單獨の 語と 受身 叉 は 使役の 助動詞 を附 けた ものと が、 同じ 文節 を 承け ながら その 味 

, 品詞の 分類  . 
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上の 關係を w おにす るの は、 、王 語 を 承け る 場合 だけであって、 他の 種の 文節 を 承け る 場合に は * かやうな 相違の ない Q 

を 《：s とする。 例へば、 「烈しく 打つ」 に 於け る 「烈しく」 と 「打つ」 の 關係は 「烈しく 打 たれる」 「烈しく 打た せる」 に 於け 

る 「烈しく」 と 「打つ」 との 關 係と 少しも か はらない (「烈しく 打 たれる」 は 烈しく 打つ 事 を 受け 被る ので、 受け 被る 事が 

烈しい のでな く、 「烈しく 打た せる」 は 烈しく 打つ 襄 をさせる ので、 その させ やうが 烈しい ので はない )o 「途中で 取る」 

と 「途中で 取られる」 「途中で 取らせる」、 「筆で 書く」 と 「筆で 書かれる」 「筆で 書かせる」、 「壁に かける」 と 「壁に かけ 

られ る」 「壁に かけさせる」、 「袋から 出す」 と 「袋から 出される」 「袋から 出させる」、 「酒 を飮 む」 と 「酒 を飮 まれる」 

r 洒を飮 ませる」 などに 於ても、 亦 同様で ある。 

それで は、 何故に 主， S を 承け る 場合に 限って、 受身 使役の 助動詞 を附 けた ものと 附 けない ものとの に、 前述の 如 

き 相違が あるかと いふに、 受身 又は 使役に 於て は、 動， 1 の 表 はす 動作 をな す ものと、 その 動作 を 受け 被り 又はな さし 

める ものと は、 常に 遠った ものであって、 前者 は、 その 動詞が 單獨 にあら はれた 揚 合に は その 主語になる が、 動詞に 

助動詞 を 附 けて、 受け 被る 事 又はな さしめ る 事 を 述べ る 場合に は、 前者 は 主語の 位置 を 退いて 後者が 主語と なる ので 

ある (例へば、 「^が M^」 に 於て は 「猫」 が 主語で あるが、 「^ れる」 となると、 猫が 主語と なる 事な く、 例へば 「fl^」 

が、 王， § となって が^れる」 となる )o 隨 つて、 同じ 主語で あっても、 その 動詞に 對 する 關係 は、 動詞 だけの 場合 

と 動 il に 受身 使役の 助 動， 詞を附 けた 場合と で 同 一 である 事 は 出来ない ので ある。 さすれば、 これ は 受身 又は 使役と い 

ふ 思想 そのものの 中から、 必然的に 生す る 結果で ある。 

同様な 現象 は、 猶 他の 場合に も ある。 r れる」 「られ る」 は、 可能 及び 自發 (おの づ からさう なる) の 意味に 用 ゐられ 


る 事が あるが、 「書く」 は 「字 を 書く」 とい ふ 事が 出来る に反して、 「書く J に 可能の 「れ る」 の附 いた 「書か s^」 は 「字. Si 

書か g」 とはい はす、 「思 ひ 出す」 は 「昔 を 2 心 ひ 出す」 とい ふ 事が 出來 るに 反して、 之に 自發の 「れ る」 を附 けた 「忍 ひ 

出さ 3^」 は 「昔 を 思 ひ 出さ gr^J とはい はない。 又、 希望の 助動詞 「たい」 の 場合に も、 例へば、 「飮 む」 は 「茶 を 飲む」 

とい ふ^が 出来る が、 「飮 みたい」 になる と、 「茶 を飮 みたい」 とい ふよりも 「茶が 飮 みたい」 の 方が むしろ 並 "通の やうで 

ある。 これ 等に 於て は、 單獨の 動詞の 場合に は 承け る 事が 出来た 客語 (「—を」 で 表 はす もの) を、 助動詞 を附 けた i^Hn 

に は 全く 承け る 事が 出來 なくなる か、 又は 承け る 事が 普通でなくな るので ある。 しかし、 これ 等の 助動詞に 於ても • 

右の 如き 客語 以外の もの は、 助動詞の 有無に よって、 その 承け る 關係を 異にする 事 はない (「：：^晋 を 思 ひ 出す」 と共に 

^ 昔が 思 ひ 出される」 が 可能で あり、 「茶 を 1¥飮 む」 と共に 「茶が 飲みたい」 が 可能で ある )o これ 等 も、 その 助 

動詞の 性質に よって、 動詞の 承け 得べき 諸種の 文節の 中の 或 特殊の もの だけが 變 動を來 すので あって、 その他の もの 

に は 影響す る 所 はない。 隨 つて、 かやうな もの は、 或 特殊の 助動詞に 於け る 特例と 兄ても よいので ある。 しかし、 と 

にかく この種の 助動詞に 於て は それの 附く 語の 承け 得べき 文節に、 多少の 制限 を 加へ る ものの ある^は 認めなければ 

ならない。 

1 方、 接辭 は、 それが 附 いて 出来た もの は、 あらゆる 點に 於て 一 箇の 品詞の 資格 をお する ものであって、 それ は、 

接 辭の附 いた 語の 品詞 如何に 拘ら ない ので あるから、 隨 つて、 或 文節 を 承け る ことが 出来た 語 も、 接^が 附 いた 以上 

は、 その 品詞の 資格 を 失 ひ、 その 文節 を 承け る 事が 出来なくなる 事が あるの は 常で ある。 然るに、 助動詞に； 5^ も 似た 

接辭、 卽ち 動詞に 附 いて やはり 動詞 を 作る 接尾 辭に 於て は、 必し もさう でない ものが ある。 例へば、 「轉 ぶ」 は、 「こ 


品詞の 分 <^ 


"く Jl けて、 「ころく 轉ぶ」 とい ふ 事が 出來 るが、 r 轉ぶ」 に 蒙辭 「す」 が附 いお 「轉 ばす 」 も、 やはり 「ころく 

轉ば， す」 とい ふ 事が ffis-: る」 は 「I から」 I けて 「I から 出る」 とい ふ 事が 出来る が、 「出る」 に i の， た 

「たす」 も、 「部屋から いまが 出來 る。 「うづめ る」 は 「地中に」 を 承け て、 「地中に うづめ る」 とい ふ 事が 祟る 

と共に 、「うづめ る」 に Is 附 いた 「うづ もれる」 も 亦 「地中に うづ も ふ 事が 出来る。 

し 力し、 これ 等の 驚辭 も、 それが 附 いた ほ 他の 文 管 承け る 關係 を、 いつも 變 へない ので はない 。例へば、 

I と， p「i」i て 「§5」 と I 裏る 身、 驚 is 轉ば {「i 轉 ばす」 とい ふ 事 

力 出來る けれども、 「子供が 轉ぶ」 に 於け る 「子供が」 と 「轉 ぶ」 の關係 は、 「子供が 轉 ばす」 に 於け る 「子供が」 と 「轉 ばす」 

との 關 係と は 決して 同一で ない (前の は 「轉 ぶ」 のが 子供で あるに 對 して 後 SS ？」 のが 子供であって、 「轉 ぶ」 の 

。「私！」 と 「私！」 と i び 「氷が I る」 と 「I づも きの！ 右 ii 

乂 「池 を うづめ る」 とはい ふが 「池 を うづ もる」 とはい はれない。 かやう に 驚 辭の 有無に よって、 承け る 唐せ 

附と U こが、 か uu:,rii{f  、  i して、 多く  ii て は、 ^ 

& いた，. -に はいた F" の 他の 文節 を 承け る關係 をお へる 赛 く、 こ ist^^l ： 

この 點て 接尾 St と 助動詞と を區刖 する 事が 出来る 

^^Isii!  I ベた やうに、 f 附 けた 爲に 他の. 節 I 

D"!er  I、 接 I と？ 同様であって、 右の やうな 點 から、 助 ili と i する 

fii- は wils ^である。 

力 やうに それの 附 いた 語の 他の 文節 を承ナ る 資格 こ 變訪. ij„ ^？" rjo^, ご 3  •  ^  I 

み. 《ス ^相 ー 變慰を 及ぼす 事 力 有る 力無い かによ つて、 接尾 辭と 助動詞と 
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を 判然と 辨別 する 事 は、 或 種の 助動詞に 於て は 不可能で あり、 隨 つて、 之 を 標準と して、 接^と 點とを 一 R 別 するとす 

れば、 この種の 助動詞 は 辭とは 認め 難く、 むしろ 接齚の 類に 入れなければ ならない ので ある。 

かやうな 結 架に 到達した としても、 理論 上當 然の歸 着で あると すれば、 勿論 避くべき でない が、 しかし、 他の 標準 

(どんな 語に も 自由に 規則的に 附く かどう かとい ふやうな もの) によれば、 助動詞と 接 辭とを し 得る 率 は 前述の 如 

くで あり、 且つ 右の 標準 も、 或 種の もの を 除いて、 助動詞の 大部分に 於て 適用せられ るの みならす、 助^^に於ても亦 

有効で あるから、 語と 接辭 との 限界に 就いて 攻究す る 時、 かやうな 點 から 考察す る 18^ も 大切で あり 叉 有益で あると い 

つてよ いので ある。 

以上 述べた 所も委 盡 さす、 猶 論すべき 問題 も殘 つて 1^ るが、 旣 に豫定 の紙數 に 超過 しれ 上に 時 の餘裕 もない 故、 

こ、 に犖 止める 事 にしお。 是非 載せ.^ いと 考 へて ゐれ 形容動詞の 論 は、 近く 別に 發 表する 機會が もらう とおむ ふ。 
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